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 （開会宣言  午前  ９：５８）  

委  員  長   おはようございます。  

      本日、産業厚生常任委員会ただ今から、始めたいと思います。  

      （挨拶）  

では、議長挨拶。  

議   長   （挨拶）  

委  員  長   ありがとうございました。  

町長、挨拶をお願いします。  

町   長   （挨拶）  

委  員  長   ありがとうございました。  

本 日 は 、 委 員 全 員 が 出 席 さ れ て お り ま す 。 ま た 、 議 長 に も 御 同

席いただいておりますし、説明のため、町長、副町長、総務課長、

住民環境課長、観光戦略課長、担当課参事、課長補佐、担当者の出

席を求めました。  

なお、職務執行のため、議会事務局長を出席させております。  

それでは、去る１１月２９日、本委員会に付託されました議案に

ついての審議に入ります。  

付託議案は、会議次第に記載されているとおり、議案第 ８４号、

議案第８６号及び議案第８７号の３議案で、議案の説明については、

１１月２９日の全員協議会において理事者から 詳細説明を受けてお

りますので、本委員会における議案の説明は省略し、質疑から入り

たいと思います。これに御異議ございませんか。  

（異議なしの声あり）  

委  員  長   御異議がないようですので、 本委員会における審査は、議案の説

明を省略し、質疑から入ることにいたします。  

なお、質疑においては一問一答方式で行いますので、御協力をお

願いいたします。  

初めに、議案第８４号  美浜町国民健康保険条例の一部を改正す

る条例の制定についてを議題といたします。  

本議案について、質疑はございませんか。  

副委員長、どうぞ。  

副委員長   河本です。産科医補償制度なんですけれども、条例要綱の ところ

ですね、産科医補償制度は分娩を取り扱う医療機関が加入している
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 というふうに説明も受けたんですが、 産科医補償制度の掛金の加算

金 が今 回 ４ ,０ ０ ０ 円 引き 下 げ ら れ る と いう こ と で、 影 響 が出 な い

か、ちょっとどうなのかなというのが気になるのですけど、どのよ

うな影響が想定されるのか、伺いたい。  

委  員  長   住民環境課長。  

住民環境課長  引き下げられる、この掛金の引下げの影響ということで ございま

すが、こちらにつきましては、こちらの日本医療機能評価機構のほ

うで、国も入りました検討部会というものがございます。そちらの

ほうで、この掛金の妥当性といいますか、そういったことについて

も 検討 を 行 っ てお り まし て 、 今 まで １ 万６ ,００ ０ 円 だ っ たも の が

１ 万２ ,００ ０ 円 に な った 理 由 と いた し まし て は 、 こち ら の審 査 方

法が簡便化されたといいますか、より広い方に支給をし ていただけ

るような、そういった審査の形に変わったということで、それによ

る合理化に伴う引下げでございまして、御本人といいますか、妊婦

の方に不利益になるようなことは一切ないというふうに聞いており

ます。  

委  員  長   副委員長、どうぞ。  

副委員長   制度加入期間というのは、制度に加入するのは、医療機関なんで

すけども、これは、引き下げられることによって、その医療機関の

負担自体は軽減されるという考えでいいんですか。  

委  員  長   住民環境課長。  

住民環境課長  医療機関の負担が軽減されるというものではなく、この脳性麻痺

にかかって、補償の対象となるかどうかという審査する機関のほう

の審査が合理化されたという形で、診療する、審査する ところでは

なく、分娩機関、医療機関は何も変更等はございません。  

委  員  長   副委員長。  

副委員長   その合理化というんですけど、産科医補償制度、この分娩に関し

て発症した重度脳性麻痺の赤ちゃんと家族の経済的負担を補償する

とともに、原因分析や再発防止を図ることなどを目的とした制度と

なっているというふうにこれは条例要綱でも書かれていて、 掛金の

加 算金 が ４ ,０ ０ ０ 円 引き 下 げ ら れ る こ とで 、 こ の補 償 と か、 原 因

分析の内容が後退するとかということは起きないのでしょうか。  

委  員  長   住民環境課長。  
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 住民環境課長  そういった質が低下するようなことですとか、そういったことは

ございません。  

委  員  長   よろしいですか。  

ほかにありませんか。よろしいですね  

（なしの声あり）  

委  員  長   質疑がないようでしたら、これで議案第８４号についての質疑を

終わります。  

続きまして、議案第８６号  敦賀市と美浜町との間の一般廃棄物

の 処 分 に 係 る 事 務 の 委 託 の 協 議 に 関 し 議 決 を 求 め る こ と に つ い て

を議題といたします。  

本議案について、質疑はございませんか。  

副委員長。  

副委員長   河本です。一般廃棄物の処分に係る事務の管理及び執行を敦賀市

に委託するための規約であるわけですけども、これに伴って若狭町

との環境衛生組合やエコクルとの関係はどういったことになるのか、

伺いたいと思います。  

委  員  長   住民環境課長。  

住民環境課長  エコクルで実施しておりました燃えるごみの廃 棄物の処理につき

ましては、あと不燃物のそういった一般廃棄物の処分 につきまして

は、敦賀市のほうに変わりますけれども、残りますし尿 の汚泥処理

であるとか、あと最終処分場と、あとちょっとうちの所管ではない

堆肥化施設といった、そういったものについては、従来どおり、若

狭町三方地区のほうとさせ ていただくということで、今回は、一般

廃棄物の処分に係る敦賀市さん とさせていただく部分の委託のもの

となります。  

委  員  長   副委員長。  

副委員長   そうなると、やっぱり一定期間、敦賀市と若狭町、両市町への負

担金が発生することになるんですが、負担は増えないのかどうか、

伺います。  

委  員  長   住民環境課長。  

住民環境課長  負担につきましても、敦賀市のほうから、 度々こちらの議会のほ

うでも御説明させていただいて、シミュレーション等もさせていた、

そういった資料も御提示していると思いますけれども、その試算に
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 よりますと、うちのほうの負担が減っているようなシミュレーショ

ンとなっております。  

委  員  長   副委員長。  

副委員長   ごみ処理の問題では、若狭町との今後、関係を解消して、敦賀市

と一部事務組合をつくることになると思うんですが、その時期とい

うのは大体どういった時期を考えておられるのですか。  

委  員  長   住民環境課長。  

住民環境課長  こちらの規約にございますとおり、来年の４月１日からとなって

おります。  

委  員  長   住民環境課長。  

住民環境課長  ２９日の全員協議会で、河本委員長から、こちらの事前、事前の

協議になりますが、資料、事前協議内容を ペーパーで提出してほし

いという御要請がございまして、今、お手元のほうに、議長、委員

長に御了解を得まして置かせていただいております。ちょっとそこ

の中身についてを、簡単ではございますが、御説明させ ていただき

たいと思います。  

１つ目に、敦賀市環境廃棄物対策課関係ということで、経費の負

担 に つ い て 、 こ ち ら は 規 約 に つ い て も 、 こ の 議 案 を お 認 め い た だ

き ま し た ら 、 事 前 の 協 議 を 敦 賀 市 と さ せ て い た だ く 内 容 に な っ て

お り ま す が 、 こ の 割 合 に つ き ま し て も 、 平 成 ２ ９ 年 ２ 月 ２ ２ 日 に

敦 賀 市 と 協 定 を 結 び ま し た 以 後 に 、 議 会 の ほ う で も 平 成 ３ ０ 年 度

中 に 御 説 明 を さ せ て い た だ い て お り ま す が 、 そ ち ら の 建 設 で あ る

と か 、 用 地 取 得 、 地 域 振 興 等 に つ き ま し て は 、 均 等 割 ３ 割 、 ご み

排 出 割 ７ 割 、 各 実 施 初 年 度 の 前 々 年 度 以 前 の ３ か 年 分 の 平 均 を も

と に 、 そ う い っ た 割 合 で 今 、 準 備 工 事 と 建 設 等 を さ せ て い た だ い

て い る と こ ろ で あ り ま す が 、 こ の 割 合 を 踏 ま え ま し て 、 準 じ る と

い う よ う な 形 を も ち ま し て 協 議 を し 、 決 定 を し て ま い り た い と 思

っ て お り ま す 。 予 算 を 、 当 初 予 算 に も 計 上 す る 形 に な り ま す の で 、

議 会 の ほ う に も そ う い っ た 説 明 を 経 た 上 で 、 ま た 議 会 の ほ う で お

認めいただきたいと思っております。  

２つ目の敦賀市清掃センター関係でございますが、こちら は本当

に 事 務 的 な 協 議 と な っ て お り ま す 。 指 定 ご み 袋 に つ い て は 、 前 回

の 全 協 の ほ う で も 御 説 明 さ せ て い た だ き ま し た が 、 袋 の 濃 淡 等 を
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 少 し 変 更 し て 、 区 別 を し た 上 で 、 価 格 等 は 敦 賀 市 と 同 程 度 と い う

ような形で今、作業を進めております。  

２つ目のごみ分別につきましても、分別方法については、確認、

調整等を行っております。  

３つ目の持込みできないごみ、こちらはテレビとか、冷蔵庫のリ

サ イ ク ル 法 に 係 る よ う な も の 、 あ と 注 射 器 で あ っ た り と か 、 そ う

い う 医 療 系 の ご み 、 持 込 み で き な い ご み の 品 目 、 処 理 方 法 に つ い

ても確認をしております。  

４番目の収集車両の搬入ルート、こちらは、新たな道路整備とい

う こ と で 、 市 道 原 ８ 号 線 に な る か と 思 う ん で す け れ ど も 、 そ う い

っ た と こ ろ の 新 設 と い い ま す か 、 道 路 を つ く っ て い た だ い て い る

ところで、そういったルートの確認もしております。  

５つ目の建築廃棄物等への材料持込み、敦賀市さんのほう でも、

住 宅 の 解 体 を 業 者 が 行 っ て 、 そ の 産 廃 の 持 込 み を 敦 賀 市 の セ ン タ

ー の ほ う に し て く る と い う よ う な 事 例 が あ っ た 場 合 に は 、 そ の 判

断 の た め に 美 浜 町 は 今 、 現 場 確 認 を 行 っ て い な い ん で す け れ ど も 、

敦 賀 市 で は 現 場 確 認 を 行 っ て い る と 。 そ の こ と に つ い て も 、 美 浜

町 に つ い て も ど う い う ふ う に や っ て い く か と い う こ と で 、 今 、 協

議をしております。  

最 後に ､雲谷 の 最 終 処 分場 へ の 搬 入で す けれ ど も 、 敦賀 市 のほ う

か ら 雲 谷 の ほ う に 搬 入 す る ル ー ト 、 そ う い っ た 方 法 に つ い て を 、

今 月 の １ ６ 日 に 実 際 に テ ス ト で 搬 入 を し ま し て 、 し っ か り 確 認 を

するということで進めております。  

ほかにもいろいろ多々ございますが、主なものについてここに挙

げております。  

以上でございます。  

委  員  長   副委員長、どうぞ。  

副委員長   今の資料の中で、雲谷の最終処分場への搬入についてなんですが、

これはちょっと初めて見たような感じがするんですけども、敦賀市

で焼却してもらったものが、要するに 最終処分場への搬入が敦賀市

清掃センターからあるようなんですけど、やはり敦賀市さんで 燃や

したら、その廃棄物を敦賀市の最終処分場で搬入されるのかなと思

っていたんですが、私、当初そういう話が出たときに、要するに、
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 ごみは燃やしてもらうんだけど、最終処分場のままで 受け入れるよ

うになったら、とてもじゃないけど、敦賀の量は 受け入れられない

よと言っていたんですが、そういった形にならないような やっぱり

協議がちゃんとなされているんですか。  

委  員  長   住民環境課長。  

住民環境課長  こちらの最終処分場、雲谷のほうへの搬入につきましては、今、

敦賀市のほうで新しい最終処分場を建設しております。そちらの建

設、金山のほうに新しいものが できた時点で、そちらのほうに うち

のほうの焼却も持っていくような予定もしております。  

委  員  長   よろしいか。  

ほかにございませんか。  

（なしの声あり）  

質疑がないようでしたら、これで議案第８６号についての質疑 を

終わります。  

続きまして、議案第８７号  美浜町健康楽膳拠点施設 の指定管理

者の指定についてを議題といたします。  

本議案について、質疑はございませんか。  

観光戦略課長。  

観光戦略課長  議案第８７号  美浜町健康楽膳拠点施設の指定管理者の指定につ

きまして、先の全員協議会で御説明させていただきましたけれども、

御説明に至らない点がありましたので、改めて御説明させ ていただ

きます。  

お手元の資料を御覧ください。  

（  詳細説明  ）  

委  員  長   このことに関連して何か質問。  

まず、副委員長から。  

副委員長   河本です。当初、グッドスタッフさんが指定管理者になって、長

い こ と 町 の コ ン セ プ ト に 基 づ い て や ら れ て い た も の が 、 急 に 事 業

者 が 変 わ る と い う の は 余 り 考 え ら れ な い よ う な こ と な ん で す が 、

公 募 に よ っ て 新 規 対 象 者 数 ２ 事 業 者 と 書 い て あ る ん で す け ど 、 や

は り 今 あ が っ て き て い る 三 方 五 湖 Ｄ Ｍ Ｏ と グ ッ ド ス タ ッ フ 、 審 査

し た ん じ ゃ な い か と い う ふ う な の に 想 定 さ れ る ん で す け ど も 、 な

ぜ こ れ は 公 募 し な が ら 言 え な い の か と い う の が 本 当 に 疑 問 な ん で
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 す ね 。 私 、 こ る ぱ が 最 初 で き て 、 事 業 者 を 選 定 す る と き の 資 料 を

引 っ 張 り 出 し て き て 、 も う 何 年 も 前 の も の で す け ど も 、 こ の 資 料

に は 、 こ る ぱ に お い て 町 が 実 施 す る 事 業 と 書 か れ て い ま し て 、 タ

ニ タ カ フ ェ と の コ ラ ボ 、 こ れ は メ イ ン テ ー マ な ん で す よ 。 予 算 を

つ け て や っ て き た の に 、 何 か 指 定 管 理 業 者 が 要 す る に 売 上 げ が 悪

か っ た み た い な こ と を 言 わ れ て い ま す け ど 、 こ れ は 町 の 政 策 の 失

敗 な ん じ ゃ な い で す か 。 ま ず こ こ を 認 め て か ら タ ニ タ と の 連 携 条

件 を 削 除 す る と か 、 こ れ は 町 の 責 任 じ ゃ な い で す か 、 ど う な ん で

すか、どう考えているんですか。  

委  員  長   観光戦略課長。  

観光戦略課長  町といたしましても、指定管理者と一緒に、こるぱ についていろ

いろＰＲを行って、パンフレットのほうにもタニタカ フェというよ

うな記載もしておりますけれども、なかなか集客には至らなかった

という状況でございます。  

委  員  長   副委員長。  

副委員長   だから、行政の施策の失敗でしょう、はっきり答えてください。  

委  員  長   観光戦略課長。  

観光戦略課長  町としても努力はいたしましたけれども、なかなか集客という と

ころにまでは至らなかったということでございます。  

委  員  長   副委員長。  

副委員長   資料には、県内初のタニタカフェコ ラボ店として優位性を生かし、

町民はもとより、近隣市町住民にもこるぱ の周知を図り、ブランド

イメージを形成して、政策を集客につなげたいというふうに町は言

っているんですよ。こういう初 期のコンセプトはもうなしにするん

ですか。どうなんですか。  

委  員  長   観光戦略課長。  

観光戦略課長  施設の設置目的といたしまして、豊かな自然と恵まれた地域資源

を活用して、楽しく膳を囲み、食と運動を通して、健康づくりの理

解や関心を高め、もって地域産業の振興や利用者の健康増進に寄与

するということが施設の設置目的でありますので、 タニタにこだわ

らなくても、設置目的は達成 できるのではないかと考えております。  

委  員  長   副委員長。  

副委員長   全然言っていることが理解 できないんやけど、最初の行政のコン
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 セプトがタニタとのコラボやったんや。何でそれやったら、町とし

て政策が間違っていました、失敗しましたと、何で言えないんです

か。あたかも指定管理者が売上げを上げれんかったような感 じで言

っているけど、町のコンセプトが最初から失敗しとるんやで。どう

なんや、その辺。議会は認めてきているんですよ、ずっと。こるぱ

つくるときから、行政に説明を受けて、タニ タとコラボしてブラン

ドイメージをつくっていきますと説明を受けて 認めているんです。

グッドスタッフも県外の事業者だったから、何とか町内の事業者が

見つからないのかと。結局見つからずに、グッドスタッフさん、い

ろんな震災とかの影響で、本体の経営状況が余りよろしくないとか

言われてきたけど、認めてきたんですよ、議会は。そういう ところ

をどう考えとるんや、本当に。  

委  員  長   観光戦略課長。  

観光戦略課長  タニタとのコラボにつきましては、先ほども申しましたけれども、

必ずしもタニタにこだわらなくても、施設の設置目的というものは

達成できると考えております。  

委  員  長   副委員長。  

副委員長   平成３１年にグッドスタッフをコルパの指定管理に選定したとき

の選定審議会の会長というのは、この ＤＭＯの竹長さんじゃないで

すか、どうですか、答えられますか。  

委  員  長   観光戦略課長。  

観光戦略課長  指定管理者選定審議会の委員につきましては、これまで公表しな

いところでございます。  

委  員  長   副委員長。  

副委員長   私、そういうと思って、しっかり資料を探して持ってきたんです

よ。私、行政文書公開決定通知書で ちゃんと文書を公開してもらっ

ています。それで、これは、審議会の委員に、 わかさ東商工会の会

長の国川さんとか、竹長  徹さんとか、いますけども、今のＤＭＯ

のメンバーじゃないですか。それで、今回の選定審議会は恐らく関

わってはいないと思うんですけれども、やはりそういった ところで、

会社の事業形態とか、よく見られている人が、自分たちでＤＭＯの

組織をつくったから、地元にやらせるというふうなことをやっぱり

何かねじ込んできたんじゃないかということも、想像されるんです
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 よ。そういうことは全くないというふうに言えますか。  

委  員  長   観光戦略課長。  

観光戦略課長  指定管理者の募集要領に基づき まして、年間の収入ですとか、支

出の費目の種目状況、また、利用者数につきましても、年度別に公

表しておりますので、その点は特に問題ないかと考えております。  

委  員  長   副委員長。  

副委員長   じゃあ、契約形態というのはどういう形でやられたんでしょうか、

一般競争入札の契約とか、指名競争入札の契約とか、随意契約とか

ありますけど、どういった形ですか。  

委  員  長   今回の契約ですか、分かりますか。  

観光戦略課長。  

観光戦略課長  今回の指定管理者の募集につきましては、プロポーザル方式とな

っております。  

委  員  長   副委員長。  

副委員長   プロポーザル方式でどういう契約を結んだんですか。  

委  員  長   まだやろう、まだ指定しただけ。  

観光戦略課長。  

観光戦略課長  契約につきましてはまだでして、今回の議会で御承認 いただけま

したら、契約の手続に入っていくということでございます。  

委  員  長   副委員長。  

副委員長   そうしたら、どういった形になるの、随意契約になるの。  

委  員  長   観光戦略課長。  

観光戦略課長  そのとおりでございます。  

委  員  長   副委員長。  

副委員長   やっぱり審議会の内容、どちらの提案がどういうふうな提案で、

本当に有効的なのかというのを議会としても しっかりとチェックし

たいんですよ。そういう ところでは、本当に透明性がない。公正さ

をしっかりと僕らも判断できない。こんなものを認めることは でき

ません。  

委  員  長   ほかにありませんか。  

兵庫委員からお願いします。  

兵庫委 員   先ほ どの ほ うか ら資料 のレス トラ ン 管理 に関す る項 目の 1番 です

け ど 、 こ れ に よ り ま す と 、 資 格 を と く に 持 っ て い な く て も で き る
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 ような感じで、それで間違いないですか。  

委  員  長   指定管理期間のことですか。どういうこと。  

兵庫委員   要するに、この１番の条項からいくと、特に資格は持っていなく

て も 、 要 は 提 言 を 受 け た ら で き る と い う 感 じ で す か ら 、 こ の 組 織

内 に 特 に 資 格 を 持 っ た 人 が 職 員 の 中 に い な く て も で き る と い う ふ

うに理解すればいいんですか。  

委  員  長   観光戦略課長。  

観光戦略課長  この条項につきましては、職員のうち１名以上が野菜ソムリエ等

の健康食品の提供に関する資格取得、もしくは健康食の提供に係る

栄養士等の有資格者から定期的な助言を受けることとしております

ので、必ずしも資格を有さないといけないというものではございま

せん。  

委  員  長   兵庫委員。  

兵庫委員   それからすると、今、河本委員じゃないですけど、タニタのブラ

ン ド を 外 し て 、 こ う い う 資 格 が な く て も で き る と な る と 、 何 か 言

葉 は 悪 い で す け ど 、 レ ベ ル が 下 が る ん じ ゃ な い か と い う 、 そ う い

う 危 惧 も さ れ る ん で す け ど も 、 そ の あ た り に つ い て は 、 ど う お 考

えですか。  

委  員  長   観光戦略課長。  

観光戦略課長  タニタにつきましても、定期的に職員、タニタの本部から 指導と

かに来られる場合もありますけれども、今回につきましては、有資

格者から定期的な助言を受けることとしておりますので、そこにつ

きましては問題ないかと考えております。  

委  員  長   よろしいですか。  

松下委員、すみません、順番にお願いします。  

松下委員   先ほど河本委員から発言がありましたが、グッドスタッフが指定

か ら 漏 れ た と い う こ と な ん で す が 、 そ の 人 た ち が 応 募 の 中 で ど う

い う こ と を 言 っ て 、 ど う い う ふ う に こ れ か ら 不 足 な 点 を 改 善 し て

い く か と い う 視 点 が 公 表 さ れ な い で し ょ う 。 こ れ は 一 方 的 な 意 見

だ け で こ う な っ た と い う こ と を 我 々 、 判 断 し な き ゃ い け な い 。 こ

の点についてはどう思いますか。  

委  員  長   観光戦略課長。  

観光戦略課長  提案内容の公表につきましては、先ほども御説明させ ていただき
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 ましたが、情報公開条例に準じる形となります。ただ、今後は公開

する範囲をあらかじめ募集要項に明記しまして、応募社名も含めて

選定結果を公表することを検討したいと考えております。  

委  員  長   松下委員。  

松下委員   今後ということについては、これからまた議会で議論 すればいい

と 思 う の で す が 、 今 回 の 判 断 を す る た め に は 、 グ ッ ド ス タ ッ フ の

人 た ち が 数 年 間 や っ て き て 、 こ こ が 足 り な く て 、 こ こ が 今 度 は こ

れ に 変 え た い と か 、 そ う い う 意 見 、 そ れ か ら 、 今 、 Ｄ Ｍ Ｏ 側 か ら

の こ う し た い と 、 こ う い う 意 見 を ど う 評 価 し た か と い う の は 、

我々、全然見えない。そこが問題だと僕は思うんです。  

委  員  長   松下委員、よろしいですか、質問は、今の回答は要りますか。  

松下委員   回答をもらうんです。  

委  員  長   観光戦略課長。  

観光戦略課長  審議会につきましては、１１月１ ６日に７名の審議会の委員を交

えまして開催しておりますので、その点については特に問題はない

のではないかと考えております。  

委  員  長   松下委員。  

松下委員   答えになっていないと思うんですけど、その審議会の委員での判

断 と い う の は あ っ て も 、 そ こ は グ ッ ド ス タ ッ フ 側 の 意 見 も 聞 い て

い る わ け で す ね 。 我 々 聞 い て い な い ん で す わ 。 だ か ら 、 そ う い う

点 で は 非 常 に 不 透 明 な 判 断 を 議 会 に 求 め て い る と い う こ と に な り

ま す の で 、 我 々 と し て は こ れ は 理 解 で き な い と い う こ と と 、 併 せ

て 課 長 の ほ う か ら 、 こ の 場 の 決 算 を 見 せ て い た だ き ま し た 。 そ の

内 容 を 見 る と 、 ほ と ん ど 指 定 管 理 料 で も っ て い る と 、 こ う い う 状

況 で す ね 。 も と も と そ う い う こ と な の で 、 企 画 と し て は 、 こ の と

き に も う 発 言 し ま し た が 、 無 理 な 建 設 だ っ た と い う ふ う に 僕 は 思

っ て お り ま す 。 や っ ぱ り ル ー ル の 改 善 を や っ て い か な い と 、 例 え

ば グ ッ ド ス タ ッ フ が 数 年 間 努 力 し て き て 、 今 後 こ う し た い と い っ

て 公 募 し た の に も か か わ ら ず 、 事 由 も オ ー プ ン に さ れ ず に 次 の 指

定 管 理 者 に 渡 さ れ た と 、 こ う い う 事 実 が 広 ま っ て く る と 、 ほ か に

応募する人がいなくなりますよ。そこはどう思いますか。  

委  員  長   観光戦略課長。  

観光戦略課長  あくまでも公募の形式をとっておりまして、選定審議会の専門家
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 の委員も交えて審議しておりますので、不透明というふうにはなら

ないと考えております。  

委  員  長   松下委員。  

松下委員   そういうことであれば、議会の判断材料はほとんど 審議会が通っ

た と い う だ け の 判 断 に な り ま す ね 。 も っ と 議 会 と し て は な か な か

判 断 は で き な い と い う こ と に な り ま す 。 我 々 と し て は 賛 成 で き な

い と い う こ と で 、 ル ー ル の 改 善 に つ い て 努 力 し て も ら い た い で す 。  

委  員  長   分かりました。  

髙橋委員、どうぞ。  

髙橋委員   これ、意見交換会のときから私は不透明だと言っているんですけ

ど 、 ま ず 、 今 日 、 公 募 の 要 領 が こ う い う ふ う に 変 わ り ま し た と い

う こ と は 、 今 ま で グ ッ ド ス タ ッ フ さ ん の 運 営 を 見 て 、 や っ ぱ り こ

う い う ふ う な 公 募 要 領 に 変 え な い と い か ん の だ な と い う 反 省 に 立

っ て 公 募 要 領 を 変 え た と 思 う ん で す 。 そ の 反 省 が ど こ に も な い ん

で す 。 さ っ き か ら い ろ い ろ 言 っ て い る け ど も 、 タ ニ タ は 失 敗 じ ゃ

な い で す か と 言 わ れ て い ま す け ど も 、 こ れ に つ い て は 、 こ う い う

コ ン セ プ ト で や っ た け れ ど も 、 こ の 部 分 に 課 題 が あ っ た 、 問 題 が

あ っ た と 、 だ か ら 、 こ う い う ふ う な 公 募 要 領 に し た ん で す と い う

よ う な 説 明 を 我 々 は 一 切 受 け て い な い 。 そ れ で 、 そ れ に 基 づ い て

応 募 し て き た と こ ろ を 審 査 し た 、 審 査 し た と 言 っ て い る ん だ け れ

ど も 、 ま ず 反 省 が な き ゃ 駄 目 で す よ 。 ど れ だ け 反 省 が で き る か と

い う と こ ろ で 、 次 の 進 歩 が 決 ま る ん で す 。 そ の 反 省 に つ い て は 何

ら な し で 、 公 募 要 領 を こ う い う ふ う に 変 え ま し た と 。 こ の 公 募 要

領 に 従 っ て や っ て 審 査 し た ら こ こ で し た と 。 何 で 公 募 要 領 を こ れ

だ け 変 え ん な ら ん の や と 、 そ の 中 に は タ ニ タ を や め る と い う こ と

も 含 ま れ て い る ん だ け れ ど も 、 ど う し て 今 ま で の 運 用 を 見 て き て 、

公 募 要 領 を 変 え な き ゃ い け な い の か と い う こ と の 理 由 に つ い て 説

明してくれませんか。  

委  員  長   観光戦略課長。  

観光戦略課長  タニタとのコラボにつきましては、前回はタニタのネームバリュ

ーによる集客ですとか、健康増進への期待があったことから、指定

管理の要件としておりましたけれども、３年間の営業実績を見ます

と、なかなか売上げが伸びないことですとか、原価率が高く、提供
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 を義務づけられた商品は事前に準備が必要で、注文がない場合は廃

棄しなければならないという こともありまして、やはり営業収益の

足かせとなっているような状況がございました。  

また、ロイヤリティー経費ですけれども、これにつきましても、

タ ニ タ メ ニ ュ ー の 売 上 げ 以 上 に ロ イ ヤ リ テ ィ ー 経 費 が か か っ て い

る よ う な 状 況 が あ り ま し た の で 、 今 回 、 見 直 し ま し て 、 食 事 メ ニ

ュ ー の ３ 割 以 上 は 健 康 食 品 に す る と い う こ と で す が 、 施 設 の 設 置

目 的 に 沿 っ た よ う な 形 で タ ニ タ を 外 し ま し た け れ ど も 、 施 設 の 運

営はできるのではないかと考えております。  

委  員  長   髙橋委員。  

髙橋委員   タニタについては、こるぱ をやるといったその前に私は富山へ行

って、富山のタニタのお店を見てきました。スムージーが１杯７０

０円とか、ジュースが５００円、４００円、私、飲ん できました。

これは絶対美浜ではうまくいかんなと思った。しかもそれは体育館

に併設されていて、運動した後にタニタに寄って飲んでくださいと

いうようなタニタのお店でしたね、富山の場合は。ちょっとそんな

に人が寄らないだろうなと。万歩計をいろいろとみんなに配布した

りしたけれども、あんなのもう携帯で全部やれるわけだから、私は

１年間かやりました、議員として。その後すぐに解約しましたけど、

そんなので、何で健康管理までタニタに任せるのというようなイメ

ージも持っていました。  

タニタを外しますということについては、進め方には私は疑問を

持 っ て い る け れ ど も 、 こ の 考 え 方 は い い と 思 う 、 や め れ ば い い ん

だろうなと思います。  

ただ、２番、３番、野菜小鉢をつけろとか、３割以上は目的に即

し た 健 康 食 に し な さ い と い う よ う な 募 集 要 項 と い う の は 、 今 ま で

で き て い な か っ た と い う こ と な ん で す ね 。 コ ロ ナ と い う 条 件 も あ

っ た と 思 う ん で す 、 こ の ２ 年 間 は 。 そ れ は 、 そ う い う 反 省 の 裏 返

し で こ う い う 応 募 要 領 に し た ん で す か 。 普 通 の 食 堂 と 変 わ ら な い

じ ゃ な い で す か と 、 ほ か の レ ス ト ラ ン に い ろ い ろ と 影 響 を 与 え 過

ぎ る じ ゃ な い で す か と い う よ う な こ と も 配 慮 さ れ た ん で す か 、 そ

の点の反省というか、考えをお聞きしたい。  

委  員  長   観光戦略課長。  
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 観光戦略課長  ２番、３番の項目でございますけれども、健康みはま２１の後期

計画におきまして、野菜摂取量増加への推進ですとか、適切なエネ

ルギー摂取の推進という項目を定めておりますので、それを実現さ

せるために設定されたものでございます。  

委  員  長   髙橋委員。  

髙橋委員   そうすると、これまでの運営されてきた内容のもとでは、こうい

った②、③に書いているようなことは クリア出来ていたというふう

に考えておられますか。今のままでは不十分だなというふうに考え

た上で、こういう要綱を追加したのか、その辺の反省を聞きたいん

です。  

委  員  長   観光戦略課長。  

観光戦略課長  この条件につきましては、これまでのタニタとの連携ということ

を外すに当たりまして、施設の設置目的の健康増進という ところを

重視しまして、この条件をつけた ところでございます。  

委  員  長   髙橋委員。  

髙橋委員   そういうふうに答弁されると思うし、これ以上やっても 水かけ論

になるからやめておきますけど、それと、もう一点あるんです。い

いですか、委員長。  

委  員  長   どうぞ、どうぞ。  

髙橋委員   私、これをＤＭＯさんがやると。美浜の業者さんが運営主体にな

りますということについては、これはグッドスタッフさんには申し

訳ないんだけれども、頑張ってこられたと思うんです、私しょっち

ゅう行っていましたから。で も、やっぱり美浜の業者さんがやると

いうことについては、私は意味 を感じます。例えば道の駅だとか、

イチゴ園だとか、今回の船も外に出すらしいんだけども、美浜の関

与というのはほとんどない中で事業が進んでいっている。だから、

ここもこのままいったら、ここ、熊本さんです、熊本県の業者さん

ですわな。だから、美浜 の人たちが関与して、美浜を何とかしよう

というふうな気持ちで動けるのかどうか、今の事業の進め方で。と

いう点で考えれば、ＤＭＯさんが知恵を絞って何とかしようやとい

うふうに考えられたというふうに前向きに捉えれば、何も聞いてい

ませんよ、私は白紙の状態で来ていますけれども、その辺は評価す

るんだけども、進め方が非常に不透明、クリアじゃない。信頼関係
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 を損なうように、私たちと進められる方との間の何でということ ば

かりなのです。そういうクエスチョンがなるべくないように、もし

質問があればクリアに説明していただきたいというふうなことを希

望しておきます。  

委  員  長   ありがとうございました。  

寺田委員、どうぞ。  

寺田委員   似たような質問なんですが、大きい一つ疑問があるので お答えい

た だ き た い と 。 当 初 、 指 定 管 理 を 決 め る と き に 、 美 浜 町 内 に は 受

け 入 れ る 業 者 が な い と 、 ど う し て も 、 熊 本 さ ん に お 願 い し な い か

ん と 、 全 て を 。 そ う い う 注 文 を つ け て 受 け て い た だ い た と 。 そ れ

で 、 今 回 、 撤 退 し て も ら っ て 、 Ｄ Ｍ Ｏ さ ん が 受 け る と い う 経 緯 の

中 で ど こ が 駄 目 だ っ た の か 。 当 初 美 浜 町 内 で は で き な い と い う 状

況 が あ っ た に も か か わ ら ず 、 今 回 で き る よ う に な っ た と い う の は

ど う い う と こ ろ が 変 わ っ た の か 、 そ の 辺 の 説 明 を お 願 い し た い と

思います。  

委  員  長   観光戦略課長。  

観光戦略課長  前回の公募のときには、三方五湖ＤＭＯというものがまだ できて

おりませんでしたけれども、今回、 できて１年以上がたちまして、

地域の発展のためにということで応募されたものと考えております。  

委  員  長   寺田委員。  

寺田委員   分かりにくいですが、ＤＭＯさん以外の中で、個人事業者とか、

レストラン経営者とか、敦賀には、近くにもいろんな業者があって、

そのときに思っていたのは、この程度の経営で、何で町内、あるい

は、近隣市町村の中にいないのかなと疑問を持っていたんですけど、

それが熊本のほうになぜ行かなあかんのかなと、そういう思いを持

っておったもので、どうも説明をお聞きしたけれども、今、ちょっ

と合点のいかん点はそのことなんです。本当に大丈夫なのかと考え

ていたところで、指定管理者としてそういう思いです。  

以上です。  

委  員  長   藤本委員、どうぞ。  

委  員  長   藤本委員。  

藤本委員   今、指定管理がこるぱに連携しての話が思うんだと思うんですけ

ど、できる前に、県の園芸ラボとの関連が大変重要な部分もあると
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 思うんです。その辺で業績が、先ほど髙橋委員のおっしゃった、コ

ロナの関係もあって集客が減っているのは事実だと思うんですけど、

そのラボとこるぱとの一連の全部関連したもので持っていかないと、

こるぱの運営も大変だと思います、こるぱ だけでは。やはりそうい

う ﾄﾏﾄの 関 係、 試 験 場で つ くっ て い る 食材 も 使っ て い る 、使 っ た り

販売しているはずですから、その辺の ところの関連のほうもしっか

りと確認、または、指定管理の変更も伝えて 調整しているんですか。  

委  員  長   観光戦略課長。  

観光戦略課長  園芸ラボとの連携につきましては、指定管理の募集要領におきま

して、県の園芸研究センターと連携して、地域の住民や観光客等の

来店を促す管理運営を行うことと定めておりますので、当然連携は

必要と考えております。  

委  員  長   藤本委員。  

藤本委員   必要と考えておりますという答えですけど、それが全体の 必須条

件でのこるぱでもあると思うんですが、その辺の ところをしっかり

と捉えて今までこなかった面もある んじゃないかと思うんです。確

かに私どももこるぱには食材を収めさせていただいています。そう

いう状況を見ると、最初の品目よりも今、かなり品目が増えている

のが事実だと思いますし、お客さんもラボの関係から流れてきてい

るお客さんが結構いらっしゃいますから、その辺の ところをしっか

りと把握して、管理に関することなんですけど、 しっかり捉えてい

かないと、これはこるぱ 、こるぱばっかりの単独での判断は大変だ

と思いますし、今後とも大変な状況になると思います。  

それと、このタニタですけど、タニタ側のほうはどう言っている

んですか。外すだけでこれで終わりなのかな。  

委  員  長   観光戦略課長。  

観光戦略課長  タニタ側につきましては、契約を解除することで、特にそれ以上

追求といいますか、契約を解除するだけになります。  

委  員  長   問題はなかったということやね。  

観光戦略課長  はい。  

委  員  長   副委員長、どうぞ。  

副委員長   先ほど寺田委員がグッドスタッフの何が駄目だったのか、明らか

にしてほしいと言ってお ったけど、僕もそこを明らかにしてほしい
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 と思っているんですが、 本当に私、先ほどから繰り返しているけど、

行政の施策が、グッドスタッフって当初から行政の描いたコンセプ

トどおりに事業をやってきた、指定管理者で。グッドスタッフの何

が駄目だったの。  

委  員  長   観光戦略課長。  

観光戦略課長  何が駄目だったというものではないんですけれども、今回応募が

ありました２社の中では、三方五湖 ＤＭＯのほうが管理運営の意欲

や熱意が十分に感じられましたし、地域や関係団体 とも連携しなが

ら、これまでにないサービスを提供するという ところが選定審議会

で評価されたものと考えております。  

委  員  長   副委員長。  

副委員長   そこで、選定審議会、選定審議会と言っているけど、結局の とこ

ろ、自分たちの失敗を行政が認めなかったら、今後の新しい展開 な

んて生まれてこないんですよ。同じ失敗をまた繰り返すだけです。

それで、グッドスタッフ自体があかんのか、そ れとも、本当に行政

の施策自体が間違っていたのかというのは、これからも しっかりと

検討してほしいし、やっぱりＤＭＯ自体が地元の事業で、それを評

価したと言っているんですけど、その評価して、また行政がそれを

施策にちゃんと組み込んでいかないと運営が難しくなっていくと思

うんです。そういうところの施策というのは、今度ＤＭＯにすると

いうんだったら、行政、ちゃんと描けているんですか。本当に何か

グッドスタッフの２社で事業 者を選定して、落ちたところはグッド

スタッフというふうには明確には明言されませんけども、落ちた と

ころを公表できない、公表できないとか言っているのは、単に行政

が都合悪いからじゃないですか。悪いところとよいところを比較で

きないような状況をつくっておいて、そこが目に見えないような形

じゃないですか。そういうのが明らかになると困るのは行政なんじ

ゃないですか。そういう ところをちゃんとオープンにさせなあかん

ですよ。  

委  員  長   観光戦略課長。  

観光戦略課長  今回の応募要領につきましては、公表の ところまで定めておりま

せんでしたので、次回以降、検討させ ていただきたいと考えており

ます。  
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 委  員  長   副町長。  

副  町  長   いろいろと貴重な御意見、ありがとうございます。説明が若干ち

ょ っ と 不 足 し て い る と こ ろ も ご ざ い ま す の で 、 私 の ほ う か ら も 一

言ちょっとお話をさせていただきたいと思います。  

今回、指定管理者と選定審議会につきましては、私を含めて７人

お り ま し た の で 、 先 日 も 説 明 い た し ま し た よ う に 、 そ の 委 員 長 に

は 横 浜 商 科 大 学 の 教 授 に や っ て い た だ い て お り ま す し 、 そ れ 以 外

に つ き ま し て は 、 中 小 企 業 診 断 士 の 方 で あ る と か 、 こ れ は 事 業 全

体 の 収 支 な ん か も 見 て い た だ く た め の 先 生 で ご ざ い ま す し 、 あ と

は 虹 色 食 の 料 理 の 講 習 会 の 先 生 、 ま た 、 美 浜 町 の 生 産 者 連 絡 会 、

そ れ と 、 町 内 で こ ど も 食 堂 と い い ま し ょ う か 、 そ う い っ た 地 域 で

の 振 興 の た め の 食 堂 な ん か を や ら れ て い る 方 、 さ ら に は 、 県 の 農

業 試 験 場 の 方 と い っ た 形 で 、 そ れ ぞ れ の 専 門 の 方 に 審 議 会 の 先 生

に な っ て い た だ い て 、 慎 重 審 議 を さ せ て い た だ い た と こ ろ で ご ざ

います。  

タニタのことについて、いろいろと御意見を いただきました。タ

ニ タ に つ き ま し て は 、 こ れ ま で 町 と し て は げ ん げ ん 運 動 の 取 組 を

含 め て 連 携 を し な が ら 決 め て い る と こ ろ で ご ざ い ま す 。 委 員 の 皆

さ ん 方 か ら も い ろ い ろ 御 意 見 を い た だ き ま し た け れ ど も 、 確 か に

我 々 も い ろ い ろ な こ の 町 全 体 の 施 策 に つ き ま し て は 、 や は り し っ

か り と 検 証 し な が ら 、 時 に は 十 分 場 合 に よ っ て は そ れ を や め る こ

と も い と わ ず 、 こ れ ま で か ら の 施 策 に つ い て も 取 組 を さ せ て い た

だ い て お り ま す し 、 そ う い っ た こ と に つ き ま し て は 、 総 合 振 興 計

画 の 策 定 の 中 で も 、 こ れ は 町 民 の 方 か ら も 求 め ら れ て お り ま す し 、

ま た 、 議 員 の 皆 さ ん 方 か ら も 、 そ う い っ た こ と に つ い て は 求 め ら

れているというふうに思っております。  

タニタのことについては、これは現場の、現在指定管理を受けて

お ら れ る 方 か ら も 、 や は り 非 常 に い わ ゆ る 足 か せ に な っ て い る と

い っ た よ う な お 話 を 伺 っ て い ま し た 。 さ ら に は 、 最 初 の 選 定 審 議

会 の 中 で 、 町 民 の 中 か ら そ う い っ た 声 が な か っ た の か と い っ た お

声 も ご ざ い ま し た け れ ど も 、 そ う い っ た こ と に つ い て も 若 干 の

我 々 の こ れ は や は り し っ か り と 反 省 の 念 に 立 た な け れ ば な ら な い

と 思 っ て お り ま す け れ ど も 、 そ う い っ た も の が 美 浜 町 に は 若 干 や
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 は り 合 わ な か っ た と こ ろ も あ る の か な と い う ふ う に 感 じ て お り ま

す。  

そういったことを検証して、今後の新たな公募要綱をつくった中

で 、 先 ほ ど も 説 明 い た し ま し た け れ ど も 、 タ ニ タ と の 連 携 を し な

く て も 、 現 在 や っ て お り ま す げ ん げ ん 運 動 の 取 組 の 一 環 の 中 で 、

こ の 健 康 楽 膳 拠 点 施 設 の 取 組 が 継 続 で き る の で は な い か と い っ た

よ う な 仕 様 の 変 更 を さ せ て い た だ い て 、 仕 様 書 を つ く っ た と い っ

たところでございます。  

この選定審議会につきましては、実は今回 ２社応募があったと。

今 回 こ の Ｄ Ｍ Ｏ が 特 に や は り 評 価 さ れ ま し た の は 、 今 ほ ど も 何 回

も 課 長 の ほ う か ら 説 明 を い た し ま し た け れ ど も 、 や は り 地 域 と の

連 携 の 取 組 、 今 後 の 地 域 振 興 、 美 浜 町 に お き ま し て は 、 三 方 五 湖

エ リ ア を 含 む 様 々 な 今 後 の 事 業 展 開 を 進 め て お る と こ ろ で ご ざ い

ま す 。 そ れ ら が 、 現 状 で は 点 で あ る 、 一 つ の 点 で あ る と い う こ と

で ご ざ い ま す け れ ど も 、 そ う い っ た 点 を し っ か り と 線 と し て 結 び

な が ら 、 連 携 を し な が ら 取 り 組 む と い う と こ ろ は Ｄ Ｍ Ｏ は 特 に 強

調 を さ れ ま し た 。 そ う い う と こ ろ を 特 に 審 議 会 の 先 生 方 は 評 価 を

されたのではないかと思います。  

一方、もう一社につきましては、県外の実は事業者でございます。

そ う い っ た 中 で 、 県 外 の 様 々 な 現 在 指 定 管 理 を 入 れ て い る 施 設 と

美 浜 町 の 連 携 と い う 話 を い た だ き ま し た け れ ど も 、 そ こ が や は り

何 か 見 え な い 、 見 解 が や は り 不 足 し て い る 、 そ う い う と こ ろ が 評

価 さ れ な か っ た の か な と い う ふ う に 思 っ て お り ま す 。 本 来 で あ れ

ば 、 こ れ ま で の 実 績 等 を し っ か り と 述 べ て い た だ い て 、 新 た な 展

開 を 提 案 を い た だ け れ ば よ か っ た わ け で ご ざ い ま す が 、 そ う い っ

た と こ ろ が 少 し 足 り な か っ た の か な と 。 そ う い っ た と こ ろ で 、 審

議 会 の 中 で も 実 は 非 常 に こ の 審 査 が 終 わ っ た 後 に 皆 さ ん 方 と 意 見

交 換 を し ま し た 。 私 は 今 申 し 上 げ た そ う い っ た と こ ろ が 、 や は り

最 終 の 優 劣 の 評 価 に つ な が っ た の で は な い か な と い う ふ う に 思 っ

ております。  

そういった中で、この三方五湖ＤＭＯに今回、審議会の結果とし

て 決 ま り ま し た け れ ど も 、 今 後 や っ ぱ り そ れ を し っ か り と 今 後 の

連 携 と 言 い ま し た け ど も 、 具 体 的 に ど う や っ て 連 携 す る ん だ と い
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 っ た と こ ろ で あ る と か 、 今 後 の 今 ま で の や っ て い た だ い た 方 と の

継 続 の 話 で あ る と か 、 そ う い っ た こ と に つ い て は 宿 題 も あ ろ う か

な と い う ふ う に 思 っ て お り ま す 。 そ う い っ た と こ ろ に つ き ま し て

は 、 協 議 を し な が ら 進 め て い け れ ば い い か な と 思 う と こ ろ で ご ざ

います。  

私のほうからちょっと説明をさせていただきました。よろしくお

願いします。  

委  員  長   ありがとうございました。  

松下委員、どうぞ。  

松下委員   副町長の話については、よく理解したいと思 うんですが、例えば

こ る ぱ と い う の は 、 健 康 楽 膳 と い う こ と で 、 人 間 運 動 の 変 調 に 位

置 づ け ら れ て き た と 思 う ん で す 。 そ こ が や っ ぱ り 改 善 さ れ な い と 、

こ の 施 設 が よ か っ た の か ど う か の 検 証 が で き な い の で 、 そ の 指 標

を 、 ど う い う 統 計 を 見 て い る の か 、 そ こ を ち ょ っ と 教 え て い た だ

きたいと思います。  

委  員  長   あれですか、副町長にですか。  

松下委員   いや、いや、課長。  

委  員  長   観光戦略課長。  

観光戦略課長  今回、特に野菜を重視しましたけれども、野菜につきましては、

現在、男女平均２２２グラム摂取しているということで、目標値よ

り１２８グラム不足しているというような現状がございました。  

それから、先ほどもげんげん運動につきましても同じでございま

し て 、 ま だ ま だ 取 組 の ほ う が 必 要 だ と い う ふ う に 考 え て お り ま す 。  

委  員  長   松下委員。  

松下委員   ちょっと聞きたいことと違っているんですけど、こるぱ をつくっ

て 、 野 菜 を 増 や し て 、 そ れ で 、 塩 分 も 減 ら し て と 、 こ う い う こ と

を 今 、 答 弁 を も ら っ た ん で す が 、 じ ゃ あ 、 そ の 結 果 、 ど う い う ふ

う に 数 値 が 改 善 さ れ て き た の か 、 そ こ が 僕 ら 、 こ の 統 計 の 数 字 を

見 て い ま す と か 、 例 え ば 国 民 健 康 保 険 の 美 浜 の 数 値 が 大 き い と か 、

そ の 部 分 が ど こ が ど う 変 わ っ た と か 、 そ う い う と こ ろ の 統 計 を し

っ か り こ の こ る ぱ の 施 設 と 連 携 さ せ て い か な け れ ば 、 こ の 施 設 が

よ か っ た の か ど う か 、 経 営 だ け で は 判 断 で き な い と 思 う ん で す 。

最 終 的 な 結 果 は そ う い う 数 値 だ と 思 う の で 、 そ こ を 起 点 に こ の 施
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 設 を つ く ろ う と 言 っ た わ け で す か ら 、 ど う い う 統 計 を 見 て い ま す

か。  

委  員  長   町長。  

町   長   こるぱにつきまして、いろいろ御意見を頂戴しております。ここ

の目的は、今、松下委員がおっしゃったように、食の健康の拠点と

していきたいという考えでこれはスタートした ところでございます。

これらのげんげん運動を続けてきた中で、反省点が幾つかあった。

それは野菜の取得であったり、運動であったり、食でもって改善し

ていけるところがあるんじゃないかと、そういう視点に立ったのが

このコルパの発想の原点でございまして、いろいろ御意見を頂戴し

ております。副町長からお答えをさせ ていただいたところでござい

ますけれども、まずは、我々はやはり健康食で出しているタニタさ

んのお力をお借りしたいということと、この施設、非常に厳しい御

意見が当初ございましたけれども、何とか運営をして軌道に乗せて

あげたい、今、グッドスタッフさん、いろいろな御協力と御努力も

いただきました。その中で、一つ髙橋委員、反省の点というふうに

言われましたけども、まずは、タニタは入れたけども、タニタが地

域なり、我々の中では悪かったかというと、非常に事業者さんは努

力はいただきましたが、結果的には余りここが言っている目的に沿

うような形にはなりきれなかったというのが現状かなというふうに

思います。そういった反省に立ちながら、また運用する中で、本当

に健康の拠点の施設であるならば、本当にこれから地域が求めてい

る、また、健康食に対して興味のある方が、ここに行ったらおいし

い健康食が食べられるんやというところまで届いてなかったんじゃ

ないかと、そんな反省を我々は踏まえながらここの募集要綱の中に

生かせてもらったのがこの 大きくいってこの３点でございます。こ

ういった条件を提示をしながら、それは参加される方々の皆さんが

手を挙げていただいて、一定の条件を設けてこういうふうに公募し

たわけで、今回２社が立ってくれました。そこで、いろいろ意見を

聞いていると、恣意的な考えがあるんじゃないかという ことも受け

止められる部分もあるんですけども、我々そういったことは一 切ご

ざいません。そういう中で、公平な第三者的ないろんな視点から 競

争を、それを判断していただけるような審議会の委員さんにお願い
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 をして、その中で出た結果が副町長が説明したような、そういう意

見を踏まえて、ここは優先的に ｺｳｼｬできる社であろうというような

判断に至ったわけで、我々はこの健康食、運動を拠点としながら健

康づくりを進めていくというのは、試行錯誤的な ところがありまし

たけども、そういったものを生かしながら、次に発展的にここを拠

点として美浜の地域の健康づくり、これを進めていきたいというふ

うに思っておりますので、いろいろ 御意見いただきましたけども、

我々はこれから反省を踏まえながら、これから運営し ていただくこ

とになるであろう事業者さんにも、これまでもそれぞれの運営状況

を見ながら、改善しとったかどうかということを言いながら進めて

きたわけで、これからは運営については、我々が思っているような、

ここを拠点とする食の健康、さらにはここは運動公園もあります。

ボートの練習場もありますので、そういった ところを生かしながら、

しっかりこの美浜の健康づくりを進めていけるようなことにしてい

きたいなというふうに思いますので、いろいろ御意見を頂戴いたし

ました。しっかりとそれを参考にしながら、ここを拠点とした健康

づくり、進めていきたいなというふうに思いますので、御理解のほ

ど、お願いを申し上げたいというふうに思います。  

委  員  長   松下委員。  

松下委員   町長の言うことについては、よく理解 できるんです。それで、そ

の 検 証 を 何 で や る か と 。 例 え ば 最 初 の げ ん げ ん 運 動 の ス タ ー ト な

ん か で も 、 生 活 習 慣 病 が 美 浜 で か な り 県 内 の 上 位 を 占 め る と い う

と こ ろ か ら ス タ ー ト し て い る ん じ ゃ な い か と 僕 は 思 っ て い る ん で

すけ ど 、じ ゃ あ、 その 指 定管 理 料を 年間 １ ,０ ００ 万 円 以上 払 って 、

こ の 事 業 を や っ て く だ さ い と 言 っ て い る ん で す か ら 、 そ の 結 果 を

ど こ か で 検 証 し な い と い け な い と 思 う ん で す が 、 そ う い う の を 県

内 に あ る い ろ ん な 統 計 で ど う い う も の を 使 え ま す か と い う の を 聞

い て い る ん で す 。 そ こ を 僕 は や っ ぱ り 、 じ ゃ あ 、 高 血 圧 の 治 療 費

に ど の く ら い か か っ た と か 、 そ う い う い ろ ん な 統 計 が あ れ ば 、 そ

こ を 注 目 し て 見 て い ま す と い う と こ ろ を 答 え て い た だ け れ ば 、 こ

れ は 短 期 に は な か な か 結 果 が 出 な い と 思 う の で 、 常 に そ こ は 、

我 々 は 見 て い ま す と 、 こ う い う 事 業 の 推 移 を 見 る と い う か 、 チ ェ

ッ ク を す る と い う か 、 そ れ は 常 に や っ て も ら い た い 。 今 、 回 答 で
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 きないのであれば後でも結構ですけども。  

委  員  長   意見でよろしいですか。  

松下委員   要望ですね。  

委  員  長   要望ですね。  

町長、どうぞ。  

委  員  長   町長。  

町   長   今、松下委員から要望をいただきましたけど、美浜町は国保の１

人当たりの保険料、これはずっと１位、これは不名誉なことではあ

りますけども、それを続けております。そこが何でそうなっている

のかというのはいろいろ分析をしながら、まずは塩分のとり過ぎを

抑える、食べる量を抑える、 げんげん運動から始まって、それの 反

省に基づいて健康、いわゆる運動しながら歩くこと、今回もいろい

ろな歩く運動をやっておりますけども、そういったことで健康づく

りを美浜で進めていこうと、これまでやっておりました。おっしゃ

るように、その成果がど うなっているのか。いろんな見方があると

思います。我々はいろんな形で国保の指標分析なんかもやっており

ますので、そういった指向 的ににらみながら、この次の展開はどう

あるべきや、どこに改善をする ところがあるのかというところは、

これから委員がおっしゃったような思いを持って、 しっかり取り組

むことで、成果を数字として見えるようなこと、これを しっかりや

らせてもらいたいなというふうに思います。ありがとうございます。  

委  員  長   質疑がないようですので、これで議案第８７号についての質疑を

終わります。  

以上をもって、付託されま した議案の質疑を終了いたします。  

ただいまから採決に入ります。  

議案第８４号  美浜町国民健康保険条例の一部を改正する条例の

制定についてを議題いたします。  

本案について、原案のとおり承認することに賛成の方の挙手を求

めます。  

（賛成者挙手）  

委  員  長   全員賛成であります。  

よって、議案第８４号は、全員賛成をもって承認することに決し

ました。  
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 次に、議案第８６号  敦賀市と美浜町との間の 一般廃棄物の処分

に 係 る 事 務 の 委 託 の 協 議 に 関 し 議 決 を 求 め る こ と に つ い て を 議 題

といたします。  

本案について、原案のとおり承認することに賛成の方の挙手を求

めます。  

（賛成者挙手）  

委  員  長   全員賛成であります。  

よって、議案第８６号は、全員賛成をもって承認することに決し

ました。  

次に、議案第８７号  美浜町健康楽膳拠点施設の指定管理者の指

定についてを議題といたします。  

本案について、原案のとおり承認することに賛成の方の挙手を求

めます。  

（賛成者挙手）  

委  員  長   賛成多数ですね、賛成３人、反対３人になりました、同数ですね。

同 数 に よ り ま す と 委 員 長 採 決 に な り ま す 、 よ ろ し い で す か 、 委 員

長は賛成です。  

よって、議案第８７号は、賛成多数をもって承認することに決し

ました。  

以上をもちまして、本委員会に付託されました議案３件の審査を

終わりました。  

理事者におかれましては、これで退席いただいて結構です。御苦

労さまでした。  

（理事者  退室）  

委  員  長   委員の皆さんはそのままお残りください。請願の、ちょっと暫時

休憩します。  

（休憩  午前１１：１５）  

（再開  午前１１：２０）  

委  員  長   再開します。  

皆さん、おそろいなので、それでは、今回付託されました請願の

審査に入りたいと思います。  

請願第３号  美浜町坂尻で誘致進行中の場外舟券売場設置計画に

つ い て 美 浜 町 議 会 で 審 議 さ れ 、 反 対 を 議 決 す る こ と を 求 め る 請 願
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 で 、 １ １ 月 １ ５ 日 に 兵 庫 賢 一 議 員 、 辻 井 雅 之 議 員 を 紹 介 議 員 と し

て提出されたものであります。  

この請願の趣旨説明につきましては、紹介議員である辻 井議員に

説 明 し て い た だ き 、 そ れ ぞ れ 質 疑 を 行 い た い と 思 い ま す が 、 御 異

議ございませんか。  

（異議なしの声あり）  

委  員  長   それでは、請願第３号につきまして、紹介議員の辻井議員から説

明をお願いいたします。  

辻井議員   （趣旨説明）  

委  員  長   趣旨説明が終わりました。本件について、紹介議員である辻井議

員への質疑はございませんか。  

副委員長。  

副委員長   河本です。辻井議員といえば、山東 地区の佐田地区の議員さんで

ま し て 、 東 で は 最 大 の 集 落 の 方 で す し 、 町 内 に と っ て も 佐 田 地 区

と い う の は 最 大 集 落 で す ね 。 そ れ で 、 東 地 区 の 小 学 校 も 佐 田 に あ

り ま す し 、 坂 尻 自 体 も 山 東 地 区 で あ り ま す け ど も 、 近 隣 の 山 上 と

か 、 太 田 と か を 含 め ま す と 、 坂 尻 地 区 の ７ 倍 と か 、 ８ 倍 ぐ ら い の

集 落 数 が あ り ま す 。 そ こ の 議 員 さ ん な の で 、 そ う や っ て 辻 井 議 員

を 取 り 巻 く 環 境 で す ね 、 そ う い っ た と こ ろ で は や っ ぱ り こ う い う

公 営 ギ ャ ン ブ ル の 設 置 に つ い て は 反 対 の 声 が 多 い も の な の で し ょ

う か 、 ど う な の で し ょ う か 。 そ う い う 思 い を 酌 ん で 紹 介 議 員 に な

られたということでいいんですか。  

委  員  長   辻井議員。  

辻井議員   佐田区のほうの区の役員等については、話す機会がありましたの

で、もうほとんど全てがこんなものは要らないと。変な言葉で言え

ば、そんなのつくってもらったら美浜の恥やぞというようなお叱り

も受けて、絶対つくるなということでありました。  

佐田以外の区については、聞いたことはありませんけども、同じ

よ う な 声 も あ が っ て い る こ と は あ り ま す の で 、 厳 密 に 佐 田 区 の 役

員 だ け の 意 見 で あ り ま し て 、 区 民 等 に つ い て の 意 見 に つ い て は 全

て 伺 っ た わ け で は あ り ま せ ん が 、 先 ほ ど 言 い ま し た よ う に 、 そ れ

以 前 の 問 題 で 、 こ う い う も の は あ か ん と い う こ と で 紹 介 議 員 に な

らせていただきました。  
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 以上です。  

委  員  長   ほかに。  

副委員長。  

副委員長   私、議運の委員でもありますけども、 議運の中でもこの請願の取

扱いについて、取り消されたらどうかとか、時期尚早だとか、いう

ような意見がありましたけども、辻井議員、 しっかりとその請願を

取り消さないということを明言されていましたけれども、やはり今

のような状況、思いがあって、 しっかりこの議会の中で審議して結

論を出してくれということの思いなのでしょうか、やっぱり。  

委  員  長   辻井議員。  

辻井議員   やはり請願書を出した以上、議会のほうで承認して、話合いをき

ちんとされて、それにはちょっとまた賛成の意見等も必要なんです

けども、前回議運のほうで、会社側の説明もちょっと求 めたんです

けども、ちょっと来てくれなくて、全員で話す機会が なくなったと

いうのが非常に残念だという、この後、賛成派の説 明等があると思

いますし、そのときは傍聴させていただきたいと思います。  

委  員  長   ほかに。  

松下委員、どうぞ。  

委  員  長   松下委員。  

松下委員   普通に考えると、坂尻地区がそういう施設の設置に反対するとい

う の は 普 通 な ん で す が 、 そ う い う ふ う に 思 え る ん で す が 、 な ぜ 坂

尻 地 区 の 区 民 が 賛 成 多 数 で こ う い う 施 設 を 誘 致 し た い と い う ふ う

に考えたのか、情報はありますか。  

委  員  長   辻井議員。  

辻井議員   私も確かに地元では賛成が大半、３０対９、無効が３という明確

な数字が出ております。私もなぜ地元のほうは誘致に賛成したのか

というのが疑問でありますけども、この後、請願者の清水さんが来

ております。私も詳しいことは 分かりませんし、賛成派の意見が 分

かりませんので、私もちょっとこの後、傍聴させていただいて、聞

かせていただきたいと思います。正直なところ私にも分かりません。  

委  員  長   よろしいですね。  

（なしの声あり）  

委  員  長   ほかにないようですので、これで質疑を終了します。辻井議員に
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 お か れ ま し て は 、 退 席 し て い た だ い て 結 構 で す 。 あ り が と う ご ざ

いました。  

（辻井議員  退室）  

委  員  長   次に、今回の請願者である、清水博之氏に来 ていただいておりま

す の で 、 反 対 さ れ て い る 理 由 等 に つ い て 説 明 し て い た だ き た い と

思います。  

清水博之氏に入室していただきます。  

（清水博之氏  入室）  

清  水  氏   （説明）  

委  員  長   本件について、請願者である清水博之さんに 質疑を、何かありま

したら挙手をお願いします。  

副委員長、どうぞ。  

副委員長   河本です。請願者の清水さん、この請願の文章を書かれたと思う

ん で す け れ ど も 、 表 題 に は 、 場 外 舟 券 発 売 場 の 設 置 計 画 に つ い て 、

美 浜 町 議 会 で 審 議 さ れ 、 反 対 を 議 決 す る こ と を 求 め る 請 願 と い う

ふ う に 書 か れ て あ る ん で す が 、 請 願 趣 旨 の ほ う を ず っ と 読 ん で い

き ま す と 、 文 章 の 構 成 的 に 反 対 の 理 由 が あ り ま し て 、 最 後 に 、 将

来 の 明 る い ま ち づ く り を 進 め て い か れ る こ と を 強 く 求 め ま す と い

う ふ う に 締 め く く ら れ て い ま し て 、 表 題 の 具 体 性 が 、 請 願 の 趣 旨

で は 抽 象 的 に な っ て い ま す 。 将 来 の 明 る い ま ち づ く り を 進 め て い

く た め に 反 対 を 議 決 す る と い う こ と を 強 く 求 め ま す と 書 い て あ る

の で あ れ ば 、 表 題 と 趣 旨 が 一 致 す る ん で す が 、 文 章 を 読 ん だ だ け

で は 、 反 対 の 議 決 の た め の 審 議 を す れ ば い い の か 、 将 来 の 明 る い

ま ち づ く り を 進 め て い く た め の 審 議 を す れ ば い い の か 、 は っ き り

と し た こ と が つ か め ま せ ん 。 で す の で 、 こ の 点 の 請 願 人 の 意 思 を

確認したいんですが、どうでしょうか。  

委  員  長   清水さん、どうぞ。  

清  水  氏   私としましては、将来の明るいまちづくりをという ところは、同

じ 方 向 性 を 持 た せ て 書 い た つ も り な ん で す 、 表 題 と 。 た だ 、 抽 象

的 な 表 現 で は っ き り し な い と い う こ と で す の で 、 率 直 に こ の １ ペ

ー ジ の 下 の と こ ろ の 文 章 で す ね 、 言 葉 を 選 ば ず に 申 し 上 げ ま す と 、

将 来 の 暗 い ま ち づ く り を し な い で い た だ き た い と 、 ギ ャ ン ブ ル 施

設 を 呼 び 込 み 、 ギ ャ ン ブ ラ ー を 増 産 し 、 そ の ギ ャ ン ブ ラ ー か ら 巻
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 き 上 げ た お 金 を 美 浜 町 の 財 政 の こ や し に す る よ う な こ と は し な い

でいただきたい、そういうことであります。  

委  員  長   ありがとうございました。  

副委員長、どうぞ。  

副委員長   この委員会とか、議会で、この賛否によって反対議決の賛否が問

わ れ て い る わ け で す け ど も 、 最 終 的 な 議 会 の 結 論 で す ね 、 賛 否 の

結 果 と い う の を 国 土 交 通 省 に 報 告 し な く て も よ い の か な と い う ふ

う に ち ょ っ と 疑 問 に 思 っ て い ま す 。 請 願 人 に は 、 賛 否 の 結 果 と い

う の が 議 会 か ら 通 達 さ れ る ん で す け ど も 、 国 土 交 通 省 が 議 会 や 行

政 か ら の 通 知 は な い と い う こ と で 、 問 題 を 放 置 す る 可 能 性 と い う

の が あ る の じ ゃ な い か と い う ふ う に 考 え て い ま す 。 請 願 人 が 管 轄

の 国 土 交 通 省 に 結 果 を 報 告 す る の か 、 議 会 が 報 告 す れ ば い い の か

と い う の が 、 請 願 の 内 容 か ら 読 み 取 れ な い の で 、 そ の あ た り の 考

え方をちょっと伺いたいんですけども。  

委  員  長   清水さん、どうぞ。  

清  水  氏   ２年前にもこの事業者は、美浜町議会や美浜町長を無視して、い

き な り 国 土 交 通 省 に 設 置 を 申 請 し て い る 経 緯 が あ り ま し て 、 今 回

も 弁 護 士 を つ け て そ れ を 狙 っ て い る 様 子 も う か が え る ん で す 。 請

願 の 賛 否 は 、 ま ず 、 私 か ら 国 土 交 通 省 の ほ う に 報 告 さ せ て い た だ

こうと思っております。  

委  員  長   副委員長。  

副委員長   そうすると議会は、賛否を議決すればいいと いうことになるわけ

ですね。その方向性で話が進んでいくと思いますけど 。また、請願

の趣旨の中で、記名付き の投票が行われたということが書いてあり

ます。反対すれば、世帯 全員が推進派からですね圧力をかけられる

おそれがあるような投票方法で私は独裁政権とか封建社会の 投票方

法をですねちょっと疑問に思ってまして、しかも一度は挙手による

採決賛成多数となっていたものをですね、先ほど言われましたよう

に国土交通省にここの請願の中で国土交通省に数的根拠がないとい

うふうに指摘されてます。 その後の記名投票ですから、 民主主義の

かけらも感じさせないようなこんな投票方法だと、そんなことが行

われるのかという信じられない思いで驚いていますけども 、こんな

ことをやっていたら、無記名の投票だったとしたら、もしかしたら
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 票の操作が行われる可能性だってあるんじゃないかと いうふうに考

えるわけですけども、請願書 を読むと、坂尻区で民主的で公平で公

正な投票ってできるような状態じゃないようにも読み取れるんです

が、請願人としてはどういうふうに思っているんでしょうか 。  

委  員  長   清水さん、どうぞ。  

清  水  氏   坂尻で行われた住民投票については、その投票結果などを記した

資 料 が ご ざ い ま す の で 、 そ れ を 見 て も ら い な が ら の ほ う が 回 答 し

やすいんですけれども。  

委  員  長   今、お持ちですか。  

清  水  氏   はい。  

委  員  長   それで、配ることはよろしいですか、では、ちょっと、事務局ち

ょっと配って。  

手元に資料、届きましたね。じゃあ、ちょっと説明だけお願いし

ます。  

清  水  氏   配付の資料を見ていただきたいのですが、請願の理由６か条以外

に 補 足 が ご ざ い ま す 。 補 足 と い た し ま し て 、 ２ ０ ２ １ 年 １ ０ 月 ３

０ 日 土 曜 日 、 １ ９ 時 か ら 開 か れ た 、 坂 尻 臨 時 総 会 で は 、 計 画 推 進

派 の 役 員 自 ら が 議 長 と な り 、 反 対 派 の 発 言 を 許 可 し な か っ た 上 、

欠 席 者 の 分 も 含 め て 、 少 な く と も ３ 票 の 賛 成 票 を 議 長 一 人 で 投 じ

て お り 、 し か も そ れ が 正 当 化 さ れ る よ う 、 別 紙 の 臨 時 総 会 出 席 通

知 書 （ 兼 議 決 権 行 使 書 ・ 委 任 状 ） を 作 成 し て 、 事 前 に 全 世 帯 に 配

布 す る な ど し て 、 民 意 が 損 な わ れ て お り 、 こ の 日 の 坂 尻 自 治 会 住

民投票はそもそも無効であると考えます。  

その次の資料なんですけれども、臨時総会出席通知書（ 兼議決権

行 使 書 ・ 委 任 状 ） と い う の が 、 こ れ は 坂 尻 自 治 会 長 が つ く っ た も

のでございます、文書でございます。  

それで、これは、実は総会が行われた、総会というのは集会です

ね 、 今 回 の 住 民 投 票 が 行 わ れ た 、 そ の ３ ０ 日 土 曜 日 よ り も っ と 前

に 配 ら れ ま し て 、 実 は ２ ７ 日 が 、 毎 月 ２ ７ 日 が 集 金 日 な ん で す け

れ ど も 、 集 落 の 。 そ れ に 持 っ て き て く だ さ い と 、 大 事 な 書 類 で す

と い う こ と が 下 の ほ う に 書 い て ご ざ い ま し て 、 こ の 通 知 書 は １ ０

月 の 集 金 袋 に 入 れ て 、 ２ ７ 日 の 集 金 日 に 回 収 し ま す の で 忘 れ な い

よ う に 持 っ て き て く だ さ い 。 重 要 な 書 類 で す の で 、 必 ず 御 提 出 く
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 ださいというものなんです。  

それで、これは、住民に選ぶように書いておりまして、最初に世

帯 主 名 を 書 き な さ い と 、 印 鑑 を 押 し な さ い と あ り ま し て 、 １ 番 、

臨 時 総 会 出 席 通 知 書 、 下 記 Ａ か ら Ｃ の い ず れ か を 丸 で 必 ず 選 択 し

て く だ さ い 。 Ａ 、 本 臨 時 総 会 に 出 席 し て 、 議 決 権 を 行 使 し ま す 。

こ れ は 当 日 ３ ０ 日 に 出 ま す と い う こ と で す ね 。 Ｂ 、 本 書 面 に て 議

決 権 を 行 使 し ま す 。 下 記 の ２ を 記 入 し て く だ さ い 。 Ｃ 、 代 理 人 に

委 任 し て 議 決 権 を 行 使 し ま す 。 下 記 の ３ を 記 入 し て く だ さ い 。 と

い う こ と で 、 Ａ に 丸 を し た 人 は 当 日 出 る の で ２ 、 ３ を 書 か な い ん

で す け れ ど も 、 こ れ で も う 投 票 を 済 ま せ た い と い う 方 は ２ を 書 き

ま す 。 ２ 、 議 決 権 行 使 書 、 議 案 へ の 賛 否 を 丸 で 選 択 し て く だ さ い 。

私 は 、 下 記 の と お り 、 議 決 権 を 行 使 し ま す 。 な お 賛 否 の 選 択 が な

い 場 合 は 、 賛 成 し た も の と し て 取 り 扱 っ て く だ さ い と い う ふ う に

書 い て あ る ん で す ね 、 議 案 、 場 外 舟 券 発 売 場 の 設 置 計 画 承 認 の 件 、

賛 成 ま た は 反 対 で す 。 次 に 、 Ｃ 、 代 理 人 に 委 任 し て 議 決 権 を 行 使

し ま す 。 こ の 代 理 人 と い う 意 味 は 、 ち ょ っ と 下 に も 書 い て ご ざ い

ま す け ど も 、 配 偶 者 ま た は 子 で す ね 、 成 年 に 達 し て い る と い う こ

と が 条 件 で す け ど も 、 そ れ を 指 し て い ま す 。 下 記 の ３ を 記 入 し て

く だ さ い 。 ３ 、 委 任 状 、 ① 議 長 を 丸 で 選 択 し て い た だ く か 、 ② に

代 理 人 名 を 記 入 し て く だ さ い 。 私 は ① 議 長 、 ま た は ② 誰 々 を 代 理

人 と 定 め 、 議 決 権 を 行 使 し ま す 。 な お 、 委 任 す る 代 理 人 の 氏 名 が

な い 場 合 、 ま た は 、 代 理 人 が 特 定 で き な い 場 合 は 、 議 長 へ 委 任 す

る も の と し て 取 り 扱 っ て く だ さ い 。 要 す る に 何 も 書 い て い な か っ

た ら 、 議 長 へ 委 任 す る も の と し て 取 扱 い ま す よ 、 取 り 扱 っ て く だ

さ い と 書 い て あ る の で 、 必 然 的 に そ う い う ふ う に な っ て し ま い ま

すね。  

要するに、こういうふうに全部お話しさせてもらいましたけど、

こ の 資 料 に つ い て は 、 ２ 枚 目 の こ の 資 料 で す ね 。 そ う し ま す と 、

例 え ば ２ で は 、 白 票 が 賛 成 に な る よ う に 細 工 が し て あ る わ け な ん

で す ね 。 ３ で は 、 推 進 派 の 議 長 、 坂 尻 の 自 治 会 長 が そ の ま ま 議 長

に な っ た ん で す け ど も 、 そ の 場 で 議 会 の 承 認 と か な か っ た ん で す

け ど 、 い つ の 間 に か 議 長 を し て い た ん で す け ど 、 そ の 推 進 派 の 議

長 が 、 欠 席 し た 本 人 の 代 わ り に 投 票 で き る よ う に 細 工 が し て あ る
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 わ け で す ね 。 そ れ で 、 要 す る に 議 長 自 身 に 加 え て 、 欠 席 者 の 分 も

賛 成 票 と し て 上 積 み さ れ て い る と 。 投 票 す る 際 も 、 記 名 式 で 、 し

か も 投 票 席 と い う の は 卓 上 の 机 で し て 、 ２ つ あ り ま し た 。 そ の 卓

上 の 机 、 投 票 す る 席 の 目 の 前 に は 、 こ ち ら は 自 治 会 長 、 区 長 で す

よ ね 、 そ れ で 、 副 会 長 が 目 の 前 に い ま し て 、 そ の 距 離 ２ ０ セ ン チ

も な い わ け な ん で す よ 。 目 の 前 に し て 投 票 用 紙 を 渡 さ れ て 、 さ あ 、

書けということでした。  

委  員  長   あとの説明はよろしいですか。  

清  水  氏   この２枚目についてはそうな んですけども、３枚目には、臨時総

会 が 終 わ っ た 後 の １ １ 月 ２ ２ 日 に ち ょ っ と 回 覧 さ れ た も の で 、 議

事 録 と し て 載 っ て い る ん で す け ど も 、 こ れ に つ い て も 私 は 説 明 す

る 必 要 が あ る と は 思 っ て い る ん で す が 、 こ れ に つ い て 質 問 が あ れ

ばと思っているんですけれども。  

じゃあ、続けたほうがよろしいですか。  

委  員  長   続けて説明いただければ、こちらのほうも分かりやすいので、お

願いできますか。  

清  水  氏   要するに、私が申し上げましたとおり、この日の集会では、住民

の 意 思 表 示 が で き な か っ た の で は な い か と い う ふ う に 考 え て お り

ま す 。 １ 世 帯 １ 票 と い う こ と も あ り ま し た し 、 例 え ば 臨 時 総 会 を

見 て い た だ き た い ん で す け ど も 、 ７ の 質 疑 応 答 と ご ざ い ま す ね 。

区 外 者 が い る が 、 誰 か と い う 質 問 が あ り ま し た 。 Ａ の 、 議 長 が 答

え た ん で す け ど も 、 本 臨 時 総 会 の 立 会 人 で あ る と い う こ と で 、 そ

の 立 会 人 の 名 前 が 載 っ て い る ん で す け ど も 、 上 の ほ う で す ね 、 立

会 人 、 坂 尻 自 治 会 顧 問 税 理 士 、 橋 本 さ ん で す ね 、 三 国 競 艇 企 業 団

３ 名 、 弁 護 士 、 敦 賀 の 方 で す ね 、 立 会 人 と い い ま し て も 、 全 て 計

画 推 進 派 で す よ ね 。 住 民 の 中 で 議 長 が 文 章 を ず っ と 読 み 上 げ 始 め

る の で 、 誰 か と 尋 ね た 人 が い た の で 、 こ こ で 初 め て 自 己 紹 介 が な

されたというわけであります。  

その下ですね、質問の、反対の意見を述べられないのかという と

こ ろ な ん で す け ど も 、 こ の 集 会 で は 、 反 対 派 、 私 は 当 然 反 対 の 意

見 を 述 べ て 、 皆 に 聞 い て ほ し か っ た ん で す け ど も 、 推 進 派 の 圧 力

に よ っ て 、 反 対 意 見 を 発 言 す る こ と す ら 認 め ら れ な か っ た わ け で

す ね 。 そ こ に 書 い て あ る と お り 、 め く っ て も ら っ て も 、 複 数 の 出
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 席 者 の 言 い 分 と し て 、 反 対 意 見 だ け じ ゃ な く 、 賛 成 側 か ら も 意 見

は 言 っ て い な い 。 こ の 場 は 、 今 日 は 意 見 を 言 い 合 う 場 で は な い だ

ろ う と い う こ と で 、 反 対 票 が 増 え る の を 恐 れ た 推 進 派 が こ う い う

ふ う に 発 言 を 止 め た と 、 私 、 言 わ せ て も ら え な か っ た と い う こ と

がございました。  

ただ質問することは認められましたので、質問は できたんですけ

ど も 、 計 画 推 進 派 に と っ て 都 合 の 悪 い 質 問 だ っ た の で 、 こ の 議 事

録を見ましても、そこの部分が削除されているわけなんです。  

例えば、私、質問した１つ目として、坂尻に隣接する集落での事

業 者 の 説 明 会 と い う の な さ れ た ん で す か と 聞 き ま し た 。 そ う し た

ら 、 議 長 で あ り ま す 、 推 進 派 の 坂 尻 の 区 長 さ ん で す ね 、 自 治 会 長

が、関知しないという一言でした。  

質問の２つ目として、２年前、どうして町議会や町長を無視して

い き な り 国 土 交 通 省 に 申 請 し た ん で す か 。 こ れ は 私 、 非 常 に 疑 問

だ っ た の で 尋 ね ま し た 。 そ う し た ら 、 議 長 で あ り ま す 、 自 治 会 長

の 答 え は 、 そ の と き は そ う い う シ ス テ ム だ っ た ん だ と い う こ と で 、

事 実 に 反 す る こ と を 言 わ れ ま し て 、 私 ち ょ っ と 困 っ た ん で す け れ

ど も 、 そ う い う ふ う に 答 え ら れ た わ け な ん で す ね 。 そ の と き は そ

う い う 法 律 だ っ た ん だ み た い な こ と を 言 わ れ た ん で す け ど 、 明 ら

か に そ れ は 事 実 に 反 す る 虚 偽 な ん で す け ど も 、 そ う い う ふ う に 言

い 切 る も の で す か ら 、 そ こ の 集 会 に 集 ま っ た み ん な は 当 然 そ れ を

信 じ る わ け な ん で す ね 、 自 治 会 長 が 言 っ て い る ん だ か ら 、 そ れ に

間 違 い な い だ ろ う と い う こ と で 、 し か も 議 事 録 か ら 削 除 さ れ て お

ります、その部分も。  

あと、まためくってもらうと、投票結果、新聞の記事にもなって

い ま す け れ ど も 、 投 票 結 果 で す ね 、 あ と 、 さ ら に め く っ て も ら う

と 、 議 長 と 議 事 録 署 名 人 が お 二 人 、 そ し て 、 立 会 人 と し て 弁 護 士

の お 名 前 が 入 っ て い ま す け ど も 、 こ ち ら の 方 は 、 事 業 者 で あ り ま

す マ ー レ グ ラ ン デ 社 に 依 頼 さ れ て こ の 集 会 に 来 た と い う ふ う な 説

明をされておりました。  

資料の説明は大体そのようなところなんですが。  

委  員  長   大変よく分かりました。ありがとうございます。  

ほかに何か、副委員長どうぞ。寺田委員、ちょっと。  
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 副委員長   この資料の２枚目のやつなんですけど、一応これは書けば投票の

結果に反映されるんですよね。 当日の投票用紙もこういうふうな記

名式と書いてあるので、記名式で、区長ら執行部の前で書かされた

ということなんですか。  

委  員  長   清水さん、どうぞ。  

清  水  氏   当日の投票用紙は、こういう Ａ４サイズではなくて、長方形のこ

の ぐ ら い で す か 、 の 大 き さ の も の で 、 一 番 最 初 に 、 あ な た の 名 前

を 書 き な さ い と 書 い て あ り ま す 。 そ の 次 に 、 こ れ と よ く 似 て い る

ん で す け ど も 、 議 案 で す ね 、 場 外 舟 券 発 売 場 の 設 置 計 画 承 認 の 件 、

賛 成 で す か 、 反 対 で す か 。 賛 成 ・ 反 対 と そ こ の ど ち ら か に 丸 を つ

けてくださいというような、そういう書式でした。  

委  員  長   よく分かりました。  

副委員長、どうぞ。  

副委員長   この１枚目のやつなんですけど、請願書の２枚目と一緒じゃない

ですか。これは補足と書いてあるんですけど、住民投票は無効やと

いうふうに書いてありますけど、有効、無効というのは僕らではな

かなか自治会の規約とか、判断しにくいもので、そこの内容が全く

分からないんですけれども、 信憑性がないというふうには言えるの

かなというふうに思います。この補足部分も請願するときに一緒に

つけておけばよかったんじゃないかなと思うんですけど、これは何

でそんなふうになったんですか。  

委  員  長   清水さん、どうぞ。  

清  水  氏   実は、これ、見てお分かりのとおり、２ページと書いてあります

か ら 、 請 願 書 の ２ ペ ー ジ 目 の も の な ん で す ね 。 実 際 、 実 は 紹 介 議

員 の 兵 庫 議 員 と 辻 井 議 員 か ら 印 鑑 を も ら っ た 時 点 で は ち ゃ ん と 事

実 が 分 か り や す い よ う に 補 足 は 入 っ て い ま し た 、 私 、 書 い て つ け

て あ り ま し た 。 そ れ で 、 別 紙 の 臨 時 総 会 出 席 通 知 書 （ 兼 議 決 権 行

使 書 ・ 委 任 状 ） も つ け ま し た 。 そ れ で 、 ち ゃ ん と 紹 介 議 員 、 お 二

人 か ら 印 鑑 を も ら っ て 提 出 し た ん で す け れ ど も 、 そ の 提 出 す る 際

に 、 あ る お 二 人 の 方 か ら 、 こ の 補 足 の 部 分 と 別 紙 の 資 料 を 削 除 し

て く だ さ い と い う ふ う に 言 わ れ ま し た の で 、 そ れ で 削 除 せ ざ る を

得 な く な っ た と い い ま す か 、 結 果 的 に は こ れ を 、 削 除 し た も の を

請 願 書 と し て 改 め て 出 し ま し た 。 要 す る に 差 し 替 え た 、 差 し 替 え
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 させられたということです。  

委  員  長   副委員長。  

副委員長   これ、報道で見ると、私も１世帯１票だというふうに思っていた

んですが、説明を聞くと、委任して、委任してって委任を明確に書

かなくても議長さんが投票 できるようなやり方なので、ちょっとそ

こはやっぱり信憑性を持てないなというのが感想です。  

報道だけ見ていると、どうも区の７５％が賛成しているかのよう

に 、 こ れ 、 数 字 だ け 見 る と 見 え る ん で す け ど も 、 こ の 投 票 の や り

方 っ て 私 は 家 父 長 制 に し か 見 え な い ん で す ね 。 そ も そ も 配 偶 者 と

か 、 女 性 と か 、 若 者 の 投 票 の 権 利 が 保 障 さ れ て い な い と 思 っ て い

ま し て 、 坂 尻 地 区 ４ ８ 世 帯 で 非 常 に 小 さ な 集 落 な ん で す け ど も 、

１ 世 帯 平 均 が ２ 人 と か 、 ３ 人 の 有 権 者 が い た と し て 、 世 帯 の 同 等

数 と か ２ 倍 の 人 に 投 票 権 が な い と い う こ と 自 体 が 、 や っ ぱ り 区 民

の 多 く が 投 票 に よ る 意 思 表 示 が で き な い と い う と こ ろ に 民 主 主 義

の 視 点 と い う の が 全 く な い な と 思 う ん で す 。 今 、 ジ ェ ン ダ ー 平 等

と か の 観 点 と い う の も 盛 ん に 社 会 的 に 言 わ れ て い ま す け れ ど も 、

そ う い う 考 え が ま る で な い と い う ふ う に 私 、 考 え て い ま し て 、 そ

う い う 点 で は 、 請 願 人 の 思 い と い う の は ど う な の か な と 。 や は り

こ う い う や り 方 と い う の は 公 正 さ に 欠 け る と 思 っ て い る の で し ょ

うか。  

委  員  長   清水さん、どうぞ。  

清  水  氏   ジェンダーという観点からは、今回、１世帯１票ということでし

た の で 、 例 え ば 世 帯 の 中 で 票 が 割 れ る と い っ た こ と が 結 構 あ っ た

よ う で し て 、 一 般 的 に は や は り 子 を 産 み 育 て る 女 性 は 、 子 供 の こ

と が あ る 、 こ う い っ た 博 打 や ギ ャ ン ブ ル の 施 設 が 建 つ 、 心 配 で す

わ ね 。 女 性 は 反 対 が 多 か っ た よ う で す 。 そ れ か ら 、 若 者 も 、 そ ん

な 昔 の よ う な 博 打 と か 、 ギ ャ ン ブ ル と か 、 と い う の は 余 り 関 心 の

な い 人 が 多 い の で 、 子 供 と か は 比 較 的 設 置 に は 反 対 と い う 方 が 多

か っ た よ う で す け ど も 、 今 回 、 １ 世 帯 １ 票 で す の で 、 ど う い う 、

そ れ ぞ れ の 家 庭 で ど う い う ふ う な 決 め 方 を し た の か は 分 か り ま せ

ん け れ ど も 、 家 庭 に よ っ て は ジ ェ ン ダ ー 平 等 と い う よ う な こ と で

公 正 に 決 め ら れ た か も し れ ま せ ん が 、 そ れ は 家 庭 、 家 庭 に よ っ て

そ れ ぞ れ に 決 め ら れ た と い う こ と な の で 、 そ れ ぞ れ に そ れ ぞ れ の
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 家庭に任されたということになります。  

委  員  長   分かりました。いいですか。  

寺田委員。  

寺田委員   清水さんに単刀直入にお尋ねしたいんですが、普通 ギャンブル車

券売場の設置とか、舟券、中央競馬、地方競馬含めて、そういう場

合には、例えば地区の人々がそんなのをつくってくれよ、わしらも

楽しみたいんやという中で生まれる場合もあったかもしれませんけ

れども、今回の場合、坂尻地区の場合、本当に坂尻地区の方々がわ

しら、舟券を買いたいんやから、こんなのをつくってくれやという

ことが発端なのか、別の ところから、意図があって、ここにつくり

たいけど、皆さん、何とか許可してくださいという、そういういき

さつについては私らよく分からないのですが、どうなのですか。  

委  員  長   清水さん、どうぞ。  

清  水  氏   今ちょっと当日の臨時総会資料というのを見ているんですけども、

当 初 か ら の 主 な 経 緯 が あ り ま し て 、 令 和 元 年 ６ 月 、 千 鳥 苑 よ り 設

置 の 検 討 依 頼 あ り 。 令 和 元 年 ９ 月 ８ 日 、 第 ３ 回 役 員 会 で 検 討 。 仲

介 者 （ 菅 浜 、 浜 野 氏 ） よ り 説 明 あ り と い う の が 最 初 の 発 端 と い う

ことですので、このとおりかと思うんですけども。  

委  員  長   分かりました、よく分かりました。  

ほかにありませんか。  

松下委員。  

松下委員   先ほどの説明の中で、世帯に１票ということで この結果を見てい

るですが、国土交通省に申請するときに、世帯投票でもよいという

のか、個別に一般の選挙と同じように１８歳以上 とか、そういう規

定があるのかどうか、ちょっと教えてください。  

委  員  長   清水さん、分かりましたらどうぞ。  

清  水  氏   実は、三要件というのは皆さん御存じだと思うんですけれども、

こ の よ う な ギ ャ ン ブ ル 施 設 で す ね 、 場 外 舟 券 売 場 の よ う な 場 合 で

す と 、 地 元 自 治 会 の 同 意 、 市 町 村 議 会 が 反 対 し て い な い 、 市 町 村

長 の 同 意 、 こ の 三 要 件 が 全 て 満 た さ れ な け れ ば 設 置 の 申 請 は で き

な い ん で す 。 今 、 御 質 問 の そ の う ち の 地 元 自 治 会 の 同 意 と い う こ

と に つ き ま し て は 、 地 元 と 同 意 に つ い て 調 整 が と れ て い る と い う

こ と が 条 件 に な っ て い ま し て 、 １ 票 を ど う い う ふ う に 扱 う か と い
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 う よ う な 細 か な 規 定 は 決 め ら れ て お り ま せ ん 。 も ち ろ ん 詳 し く は

国 交 省 の 担 当 者 に 聞 い て み な い こ と に は 、 も ち ろ ん 法 改 正 と か も

あ る 場 合 も あ り ま す の で 、 私 が 今 、 こ こ で 断 言 す る の は ど う か と

は 思 い ま す け ど も 、 私 が 把 握 し て い る 限 り で は 、 そ の 辺 の 細 か い

規 定 に つ い て は 、 地 元 と ち ゃ ん と 調 整 が と れ て い ま す か と い う と

ころを重視されているようです。  

委  員  長   分かりました。  

松下委員、どうぞ、まだ次おりますので。  

松下委員   普通に考えると、坂尻区というのが賛成、推進、誘致する という

のは普通に考えると考えられないんですが、例えば近隣の地域に迷

惑がかかる、あるいは美浜町のイメージが落ちるとか、いろんな問

題が出てくると思うんですが、そのような懸念を認知した上で、あ

るいは集会の場で認知した上で、なおかつ坂尻区でやりたいという

説明があって投票になったのか、説明があったのかどうか、ちょっ

とお聞きしたいと思います。  

委  員  長   清水さん、どうぞ、分かる範囲で。  

清  水  氏   そういったギャンブル施設を持ってくることについてのリスクに

つ い て は 、 私 、 集 会 の 場 で 話 を し た か っ た ん で す け れ ど も 、 要 す

る に 先 ほ ど 申 し 上 げ ま し た よ う に 、 話 を さ せ て も ら え な か っ た わ

け で す か ら 、 そ れ で 、 推 進 派 と し て は 、 も う 今 、 賛 成 票 が 多 い と

い う こ と を 読 ん で い て 、 も う い き な り 投 票 と 。 早 く 投 票 に 持 っ て

い き た い と い う こ と が も う よ く 見 て と れ ま し た の で 、 実 際 地 元 住

民 は 、 そ の 流 れ で 、 ２ 年 前 か ら 役 員 さ ん が こ う や っ て 言 っ て い る

ん だ か ら 、 役 員 さ ん に 任 せ て お け ば い い ん じ ゃ な い か と い う よ う

な 雰 囲 気 の も と 、 あ と 、 高 齢 者 も 多 い で す の で 、 実 際 こ の 話 が 何

か 分 か ら な い と 、 最 初 か ら ち ょ っ と よ く 分 か ら な い と い う 人 が か

な り い た と は 思 い ま す 。 実 際 私 の 父 も 、 こ の 総 会 、 ２ 年 前 の 総 会

と か 出 て い ま し て 、 そ の と き に 決 を 採 っ て い る わ け で す よ ね 、 挙

手 で 。 ま さ か ギ ャ ン ブ ル の 話 を し て い る な ん て 、 全 然 分 か ら な か

っ た と 言 っ て お り ま し た し 、 当 然 耳 が 遠 い と か い う 方 も い ら っ し

ゃ い ま す か ら 、 大 体 こ の 話 題 自 体 が 非 常 に 難 し い 問 題 だ と 思 い ま

す の で 、 坂 尻 の 集 落 に 関 し て は 、 中 身 も よ く 分 か ら な い ま ま 、 こ

の 間 の 臨 時 総 会 が 行 わ れ 、 住 民 投 票 で 結 果 が こ の よ う に 出 た と い
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 うふうに私は把握しております。  

委  員  長   松下さん、よろしいですか。  

松下委員   実態については。  

委  員  長   いいですね。  

先ほどの総会資料の別にあるというのはこれは議会には提出する

ことはできませんかね。それは無理ですか。  

清  水  氏   もちろんできますが。  

委  員  長   何か了解が、誰かほかの者に了解が要りますかね。自分がつくっ

たものですか、その総会資料というのは。  

清  水  氏   こちらは、恐らく坂尻自治会長、今日見えていますけども、坂尻

自治会長がつくった。  

委  員  長   じゃあ、私、聞きますわ、資料、頂けるものなら議会に欲しいと

いうことで言えばよろしいですね。  

清  水  氏   そうですね。ただ、私が今持っています資料と、お尋ね になって

自 治 会 長 が 、 じ ゃ あ 、 こ の 資 料 か と い う の と 、 違 う 場 合 も あ り ま

すので。  

委  員  長   何が正しいんか分からん、どっちが正しいか分からん、どっちが

欲しいんか、自分流に書いてあるんですか。 分かりました。  

清  水  氏   預けることは可能です、私のこれは。  

委  員  長   そうですか、分かりました。では、後でコピーさせてもらって、

皆さんに１部ずつということでお願いできますでしょうか。  

清  水  氏   はい。今、コピーしてもらったらよろしいですか。  

委  員  長   後でまたいただきますので、すみません。  

ほかに何か質疑はありませんか。  

（なしの声あり）  

委  員  長   それでは、ないようですので、これで質疑を終了します。請願者

で あ る 清 水 博 之 氏 に お か れ ま し て は 、 退 席 し て い た だ い て 結 構 で

す。ありがとうございました。  

（清水博之氏  退室）  

委  員  長   それでは、続いて、坂尻自治 会長の和多田文雄氏に来 ていただい

て お り ま す の で 、 坂 尻 で の 舟 券 売 場 設 置 に 関 し て の 経 過 等 に つ い

ての説明をお願いしたいと思います。  

（和多田文雄氏  入室）  
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 委  員  長   それでは、坂尻自治会長、和多田さん、準備が できましたら、説

明のほど、お願いします。  

和多田氏   坂尻の自治会長をやっております和多田です。今回、場外舟券発

売 場 の 設 置 に つ い て の 意 見 と い う こ と で 来 ま し た 。 来 る 前 に 、 マ

ー レ グ ラ ン デ 社 の 清 水 さ ん か ら ２ 日 に 説 明 会 、 や ら れ て い る と 聞

い て い た も の で 、 何 か 聞 い た ら ま だ や ら れ て い な い と い う こ と な

んですけど。  

委  員  長   こちらが要請しましたけど、 マーレグランデ清水さんのほうが都

合が悪くて来てくれなかったんですわ。  

和多田氏   ああ、そうですか。  

委  員  長   だから、マーレグランデの会社のほうの清水さんとはまだ一回も

話 を し て お り ま せ ん 。 今 日 も 欠 席 と い う こ と な の で 、 ち ょ っ と 本

人 さ ん と は 話 が で き な い ん で す け ど 、 我 々 議 会 と し て は 地 元 の 人

の 反 対 の 請 願 が 出 て い る 清 水 さ ん と 、 自 治 会 長 が 今 ま で こ う い う

ふ う に な っ た と 、 そ の 経 過 報 告 が 分 か る 人 と い う と 、 自 治 会 長 の

和 多 田 さ ん が 一 番 詳 し い と い う 話 を お 聞 き し ま し た も の で 、 今 日 、

説 明 を お 願 い し た い な と 思 っ て 来 て い た だ き ま し た の で 、 よ ろ し

くお願いします。  

和多田氏   分かりました。そうしたら、分かる範囲でお答えさせ ていただき

ます。  

委  員  長   まず、最初からどういう経過で、請願が出されましたわね、反対

請 願 が 、 清 水 さ ん か ら 。 そ う い う ふ う に な る い き さ つ ま で 、 和 多

田 さ ん が 分 か り ま し た ら ち ょ っ と 説 明 を お 願 い し た い ん で す け ど 。  

和多田氏   分かりました。当初の話では、令和元年６月に千鳥苑から、坂尻

の 千 鳥 で す 、 そ こ か ら 設 置 の 検 討 依 頼 と い う こ と で 聞 い て お り ま

す 。 そ れ で 、 そ の 年 の ９ 月 ８ 日 に 、 坂 尻 自 治 会 の 中 で 、 第 ３ 回 目

の 役 員 会 の 席 上 で 、 一 応 仲 介 者 と し て 、 菅 浜 元 町 議 の 浜 野 さ ん か

ら 、 第 ３ 回 の 自 治 会 内 の 役 員 会 の 席 上 で 設 置 を 検 討 し て く れ と い

う 依 頼 を 受 け ま し た 。 そ れ が 、 令 和 元 年 の ９ 月 ８ 日 で す 。 そ の 後 、

令 和 元 年 １ １ 月 ９ 日 で す け ど 、 こ の と き に 臨 時 拡 大 役 員 会 と い う

こ と で 、 自 治 会 内 で 説 明 会 を 受 け ま し た 。 こ の 臨 時 拡 大 役 員 会 と

い う の は 、 坂 尻 地 区 の 自 治 会 規 則 で そ う い っ た 役 員 を 通 し て 案 件

を 決 め て 、 あ と 通 常 総 会 で 皆 さ ん に 、 区 民 に 報 告 す る こ と に な っ
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 て い ま す 。 そ う し た こ と で 、 １ １ 月 ９ 日 に 臨 時 拡 大 役 員 会 を 設 け

ま し て 、 こ の と き に は 役 員 と あ と 主 な 役 職 の 人 、 老 人 会 長 か 、 婦

人 会 長 、 そ う い っ た 総 勢 １ ７ 名 の 人 で 説 明 会 を 開 催 い た し ま し た 。

こ の 席 上 で 、 ボ ー ト の 概 要 と か 、 地 域 に 貢 献 す る 内 容 と か 、 そ れ

と 併 せ て 千 鳥 で 出 た の は 、 名 前 を 忘 れ ま し た け ど 、 千 鳥 苑 の 内 情

の 報 告 も 説 明 が あ り ま し た 。 そ の 拡 大 役 員 会 の 席 上 が 終 わ っ て か

ら 、 説 明 会 で 説 明 さ れ て い ま し た 、 マ ー レ グ ラ ン デ 社 、 ほ か ４ 名

の 方 が 退 出 し て も ら っ て 、 あ と 自 治 会 内 で 今 後 の 検 討 と い う こ と

で 話 し 合 っ て 、 そ れ で は 周 り の 近 く に そ う い っ た 舟 券 販 売 場 が 各

地 に あ る ん で す け ど 、 一 番 近 い と こ ろ の 京 丹 後 市 と い う と こ ろ で 、

一 応 見 学 、 バ ス で 、 希 望 者 だ け で す け ど 募 っ て そ こ に 行 く こ と に

な り ま し て 、 バ ス で チ ャ ー タ ー し て １ ０ 名 の 方 が 参 加 し ま し た 。

そ れ で 、 そ の 見 学 会 を １ ２ 月 １ ４ 日 に 行 い ま し た 。 そ の 後 、 翌 年

の 令 和 ２ 年 １ 月 １ ９ 日 で す け ど 、 自 治 会 内 の 初 総 会 で 、 そ う い っ

た 経 過 状 況 を 説 明 し て 、 通 常 総 会 が ３ 月 １ ５ 日 に あ り ま し て 、 そ

の と き に ほ か の 議 案 も 含 め て 、 の 中 の 一 つ と し て 、 舟 券 発 売 場 の

設 置 の 承 認 と い う こ と で 、 こ の と き は 手 を 挙 げ て 、 挙 手 で 確 認 を

し ま し た 。 賛 成 多 数 で 可 決 さ れ ま し た 。 そ う い っ た 一 連 で や っ た

ん で す け ど 、 そ う い っ た い き さ つ 、 経 過 説 明 と か を 、 そ う い っ た

最 終 的 に 、 国 土 交 通 省 の 許 認 可 が 要 り ま す の で 、 そ う い っ た と こ

ろ へ 議 事 録 と か 、 坂 尻 地 区 の 自 治 会 の 規 則 と か 、 そ う い っ た 資 料

を マ ー レ の 清 水 さ ん を 通 し て 報 告 さ れ て い ま す 。 そ う い っ た 報 告

さ れ て い た ん で す け ど 、 国 土 交 通 省 か ら は 一 応 ２ 点 と い う こ と で 、

問題点を指摘されました。  

その２点のうちの１つは、まず、そのような説明会を開催するに

当 た っ て 、 区 民 の 全 員 に 告 知 を し て い な か っ た と い う 意 見 が 一 つ 、

も う 一 点 は 、 通 常 総 会 に お い て 賛 成 多 数 で 決 ま っ た ん で す け ど 、

賛 成 何 々 票 、 反 対 何 々 票 、 そ う い っ た 数 字 的 な 根 拠 が 議 事 録 に は

載 っ て い な か っ た と い う こ と で 、 こ の 時 点 で 指 摘 を 受 け ま し た 。

そ の 後 、 い ろ い ろ と や り 取 り を し て 、 関 係 者 と や り 取 り を し て 、

坂 尻 地 区 と し て 意 見 書 を 提 出 し ま し た 。 こ れ を 三 国 競 艇 企 業 団 と

い う 、 施 工 者 の と こ ろ な ん で す け ど 、 そ こ へ い ろ い ろ と 意 見 書 と

い う こ と で 、 こ の 当 時 は 、 坂 尻 の ほ う へ 現 場 確 認 と 挨 拶 を 兼 ね て
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 来 て く れ る こ と に な っ て い た ん で す け ど 、 ５ 月 と ８ 月 な ん で す け

ど 、 コ ロ ナ の た め に 中 止 に な っ て 意 見 書 の 提 出 に な っ た ん で す け

ど 、 そ う い っ た 意 見 書 を 提 出 し て や り 取 り し た ん で す け ど 、 や は

り 国 交 省 か ら の 問 題 点 の そ の ２ 点 、 周 知 し て い な か っ た こ と と 、

賛 成 多 数 の 数 的 な 根 拠 が 明 確 に な っ て い な い と い う こ と で 再 度 説

明 会 と 臨 時 総 会 を 開 催 す る こ と に な り ま し た 。 そ れ は 、 今 年 に な

っ て か ら 、 私 、 今 年 ４ 月 か ら 自 治 会 と し て 、 前 任 の 清 水 会 長 か ら

引 き 継 い だ ん で す け ど 、 そ う い っ た い き さ つ が あ っ て 、 今 年 の 最

終 的 に は １ ０ 月 ８ 、 ９ 、 １ ０ と ３ 回 に 分 け て 説 明 会 を 実 施 し ま し

た 。 こ の と き に は そ れ ぞ れ 全 員 に 告 知 し て 、 あ と ３ 回 に 分 け た と

い う の は 、 コ ロ ナ 禍 で も あ る こ と も あ り 、 そ れ か ら 、 委 員 に 絞 っ

た 場 合 に は 、 そ の 当 日 都 合 が 悪 い 人 も お る と い う こ と で 、 ３ 回 の

説 明 会 に 分 け た ん で す け ど 、 前 も っ て そ う い っ た 欠 席 す る 人 も お

る か も し れ ん と い う こ と で 、 各 世 帯 に 議 決 権 行 使 書 と い う 、 そ う

い っ た 用 紙 を 配 っ て 、 賛 成 多 数 、 会 議 に 参 加 で き な い 人 の 確 認 を

し ま し た 。 そ の 議 決 権 行 使 書 の 権 利 運 用 な ん で す け ど 、 回 収 し て 、

１ ６ 名 の 方 が 賛 成 の ほ う で 、 文 書 と し て い た だ い て お り ま す 。 そ

う い っ た い き さ つ で 、 説 明 会 を 開 催 し ま し て 、 あ と 先 月 の １ ０ 月

３ ０ 日 に 臨 時 総 会 を 開 催 し ま し た 。 こ の と き に は 舟 券 発 売 場 の 案

件 だ け で 対 処 し ま し た 。 こ れ に つ い て も 総 会 に 至 る ま で の 経 過 説

明 と か 、 そ う い っ た 説 明 会 に お け る 議 事 録 と か 、 事 前 に 区 民 の 人

に は 配 布 し て 行 い ま し た 。 臨 時 総 会 を １ ０ 月 ３ ０ 日 に 開 催 を し て 、

最 終 結 果 で す け ど 、 ４ ８ 世 帯 の う ち ３ 名 が 棄 権 と い う こ と で 、 実

際 は ４ ５ 名 中 ３ ６ 名 の 賛 成 、 そ れ か ら 、 ９ 名 の 反 対 と い う 結 果 に

至 り ま し た 。 こ う い っ た 数 字 で 承 認 と い う こ と で 自 治 会 と し て は

そういういきさつです。  

委  員  長   ありがとうございました。  

説明が終わりましたので、本件について質疑はございませんか。  

副委員長。  

副委員長   河本です。僕ら新聞報道ぐ らいしか、全然情報がありませんで、

今 、 い ろ ん な お 名 前 が 出 て き て ち ょ っ と 驚 い て い る ん で す が 、 千

鳥 苑 と そ れ で 、 同 意 し た の が 坂 尻 区 さ ん で 、 マ ー レ グ ラ ン デ と い

う 会 社 が あ っ て 、 あ と 菅 浜 の 浜 野 さ ん の お 名 前 も 出 て き た 、 こ の
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 ４ 者 で す か ね 。 そ れ で 、 場 外 舟 券 場 の 設 置 に 関 す る 法 律 が あ り ま

し て 、 そ こ に 場 外 舟 券 場 を 設 置 し よ う と す る 者 は 、 国 土 交 通 省 令

で 定 め る と こ ろ に よ り 、 国 土 交 通 大 臣 の 許 可 を 受 け な け れ ば な ら

ないというふうに書かれているんです。  

私ども、マーレグランデ合同会社という会社が設置しようとして

い る 人 か な と 思 っ て 、 議 会 で も 招 集 し ま し た し 、 委 員 会 で も 招 集

し て い る ん で す が 、 こ う や っ て 公 の 場 に は 出 て き て い な い の が 実

態 な ん で す 。 今 回 、 こ う い う 説 明 と い う の は 初 め て 坂 尻 区 さ ん に

聞 い た の で 、 一 体 設 置 し よ う と す る 者 は 誰 な の か な 。 今 、 設 置 し

た い と い う 思 い が あ る の は 坂 尻 区 さ ん し か 、 私 ど も 聞 い て い な い

ん で す ね 。 だ か ら 、 設 置 し よ う と す る も の は 坂 尻 区 さ ん な の か も

し れ な い な と い う ふ う に 疑 問 に 思 っ て い る ん で す け ど も 、 坂 尻 区

さ ん と し た ら 、 誰 が 設 置 し よ う と す る 者 だ と 認 識 さ れ て い る ん で

すか。  

和多田氏   設置しようとしたのはマーレグランデです。  

委  員  長   マーレグランデさんですか、 なるほど。  

和多田氏   それは、設備とか、そういった関係 の企画、経営、そういった関

係です。  

委  員  長   全部。  

和多田氏   実際中身についてはボートレースですから、三国競艇企業 団とい

う 、 そ こ が 運 営 と い う か 、 放 映 権 と い い ま す か 、 そ う い っ た 上 位

団 体 に な る ん で す け ど 、 そ こ が 実 際 に 放 映 す る 権 利 と い い ま す か 、

そういった仕組みになっています。  

委  員  長   ほかにありませんか。  

副委員長。  

副委員長   マーレグランデ合同会社というのはふうな会社を立てているんで

す け ど 合 同 会 社 と い う の と 、 合 同 会 社 と い う 組 織 形 態 な ん で す け

ど 、 株 式 会 社 と 合 同 会 社 の 違 い っ て い う ふ う な こ と は 、 ご 説 明 受

けているんですかね。  

和多田氏   一応それは株式会社と合同会社、いろいろな会社の種類がありま

すけど、そういった詳しい説明はなかったと思います。  

副委員長   合同会社と株式会社の大きな違いと いうのは、合同会社という の

は 経 営 者 と 出 資 者 が 同 一 の 会 社 形 態 の こ と な ん で す ね 。 合 同 会 社
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 で は 、 所 有 と 経 営 と い う 分 離 が 行 わ れ て い な い の で 、 客 観 的 な 経

営 が で き な い か も し れ な い と い う デ メ リ ッ ト が あ る ん で す 。 こ う

い っ た も の は や っ ぱ り 全 く 知 ら な い と い う こ と で よ ろ し い で す か 。  

和多田氏   地元としては別に知る必要はないと思います。  

副委員長   合同会社としてもメリットじゃないですけど、これは決算の公表

する義務がないというふうに言われているんですね 。  

  私たち企業体とか、やはりチェックする側の立場からすると、要

するに決算とか、事業規模、主な取引先とかというのを全く公表さ

れていないものというのを不透明性が高くて、とても信用 できるよ

うなものが全くないですね。そういったところでは、マーレグラン

デ合同会社からしっかりとした会社の概要というのは説明は受けて

いるんですか。例えばですけど、主な取引先であるとか、年間の売

上げであるとか、社員の数であるとか、社員の平均給与とか、代表

者であられる方の経歴とか、そういったところというのは伺ったこ

とはございませんか。  

和多田氏   会社概要としては、一応本社とか、資本金設立 、代表者、あと業

務 内 容 に つ い て は 説 明 を 受 け て お り ま す 。 あ と も し 開 設 し て 、 そ

の 後 の 収 支 が よ く な る と か 、 そ う い っ た 詳 し い こ と は ま だ 分 か り

ま せ ん け ど 、 そ う い っ た こ と は 、 説 明 会 に は 必 要 な い と い う こ と

で説明されていません。  

副委員長   合同会社ってよく所有と経営が一緒ですから、オーナー会社みた

い な 一 人 で や っ て い る ん じ ゃ な い か な と い う ふ う な こ と も あ る ん

ですけど、社員の数とかって聞かれていないですか。  

和多田氏   それはちょっと。  

副委員長   分からないところは分からないでいいです。やっぱり第三者的な

公 開 性 の 高 さ と か と い う の が 非 常 に や っ ぱ り 重 要 に な っ て く る の

で 、 私 た ち も こ の 辺 の と こ ろ を 合 同 会 社 の 実 態 と い う の を 知 り た

い ん で す け ど 、 全 然 そ う い っ た と こ ろ の 説 明 が な い も の で 、 そ こ

は や っ ぱ り 不 透 明 な の で 、 な か な か 合 同 会 社 と 株 式 会 社 、 比 較 し

な が ら 、 社 会 的 な 信 用 性 と い う の が 、 や っ ぱ り 合 同 会 社 と い う の

は 株 式 会 社 に 比 べ た ら 信 用 が 下 が る ん で す ね 。 下 が る か ら こ そ し

っ か り と 説 明 が 必 要 な の に 、 説 明 さ れ な い と い う こ と で 、 ち ょ っ

と 僕 ら も 不 信 感 が あ る ん で す け ど 、 実 際 そ こ を 説 明 を 受 け た 坂 尻
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 区 さ ん も な か な か そ の 実 態 を 知 ら な い と い う こ と を お っ し ゃ ら れ

て い る の で 、 本 当 に 知 ら な い ま ま こ う や っ て 投 票 さ れ て 認 め た と

い う 現 実 が あ る の で 、 私 た ち は や っ ぱ り 小 さ い 地 区 だ け じ ゃ な く

て 、 町 内 全 体 の 状 況 を 見 な が ら 判 断 し て い か な く ち ゃ い け な い の

で 、 こ う や っ て 公 の 場 に 実 際 に 設 置 し た い と 言 っ て い る 会 社 が 現

れ な い と い う の は 本 当 に 不 思 議 な ん で す け ど も 、 坂 尻 区 さ ん と し

た ら や っ ぱ り 公 の 場 で ち ゃ ん と 御 説 明 い た だ き た い な と い う ふ う

に思いませんか、こういう会社の方で。  

和多田氏   今月２日に説明会が実施されているという認識でこっちに来まし

た。  

委  員  長   ああ、そうですか。いいですか。先ほども言いましたけど、一切

こ ち ら の ほ う に は 見 え て い な い と い う こ と が 今 、 現 実 と い う こ と

だけ受け止めていただければ。  

ほかにありませんか。  

委  員  長   髙橋委員。  

髙橋委員   経過については詳細にいつ、どういう方とか会議があったかとか

視察に行ったとか、それも御説明いただいたんですけども今回、新

聞報道で坂尻区としての意見集約だったと いうことなんですけども

その中身っていいますかね。なぜそういうふうになっていったんだ

ろうというところについては私としてはなかなか得るものがないん

です。まず一点お聞きしたいんですけど、京丹後市に見学に１０名

行きましたというお話がありましたけども その後見学された方のご

意見、感想はどうだったんでしょうかね 。  

和多田氏   坂尻区の総会内で特に静かな場所で運営されており、実際 、中に

入 っ て 見 学 し て き た そ う で す 。 私 は 、 参 加 で き な か っ た ん で す け

ど 、 な か な か 設 備 と し て も 立 派 や し 、 あ と の ガ ー ド マ ン と か が ち

ゃ ん と や っ て い る し 、 そ う い っ た 特 に 悪 い と こ ろ と い う か 、 見 な

かったという説明は総会で話がありました。  

委  員  長   髙橋委員。  

髙橋委員   総会を何回かやられて、坂尻区の意見交換をされていると思うん

ですね。  

委  員  長   いいです、ちょっと雑音が入るんですけどがしょうがない です、

全部そんな感じですから。  
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 髙橋委員   そうですね。どういう意見があって、どういう賛成意見があって、

どういう反対意見があったのか。それで、坂尻区として、この敷地

というのは坂尻区の所有の土地なので、そこに何か有効に利用した

いと、それから、千鳥苑さんの思惑も重なっているというふうに思

いますけども、その辺の ところの意見交換というのが、区長さんの

御意見じゃなくて、どういう意見の交換があったのかなとい うよう

なことは御説明願うのは難しいですか。  

和多田氏   最初の説明会のときの議事録、これは令和元年の１１月９日に説

明 会 が あ り ま し て 、 そ れ の 議 事 録 と 、 あ と １ ０ 月 の ８ 、 ９ 、 １ ０

と ３ 回 説 明 会 を 行 い ま し た 。 こ の 議 事 録 、 皆 そ れ ぞ れ 質 問 、 意 見

と 説 明 会 と い っ た ら 清 水 さ ん か ら の 返 答 の 内 容 、 だ か ら 、 そ の 議

事 録 を 読 ん で も ら っ た ほ う が 確 実 に 皆 さ ん 方 に は 分 か る だ ろ う と

思います。  

委  員  長   それは提出してもらうことは できますでしょうか。  

和多田氏   それはできます。  

委  員  長   できますか、そんなら、いただけるなら、コピーしてまた提出を

お願いしたいんですけど、今日はないですね、今は。  

和多田氏   一部だけは資料として持ってきております。  

委  員  長   ありますか、そんならそれ一部、後で我々それを見ながら議論し

た い の で 、 で き ま し た ら 一 部 コ ピ ー 、 一 部 と い う か 全 員 コ ピ ー を

お願いできませんか。  

和多田氏   はい。  

委  員  長   すみません、ありがとうございます。  

ほかにありますか。  

委  員  長   松下委員、どうぞ。  

松下委員   舟券売場という、こういう施設をつくるということは、一般的に

は 迷 惑 施 設 と い う ふ う に 考 え ら れ て い る ん で す が 、 そ の 辺 の 部 分

の判断というか、どのようにお考えですか。  

和多田氏   説明された清水さんの説明の中では、そういった教育には悪いと

か 、 暴 力 団 が 関 係 す る と か 、 そ う い っ た 地 方 の そ れ ぞ れ の 舟 券 発

売 場 の 近 く の 地 域 の そ う い っ た 悪 い と こ ろ は 聞 い て い な い と い う 、

そういう説明でした。  

委  員  長   松下委員。  
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 松下委員   我々としては、国土交通省のルールによれば、議会の判断も必要

だ し 、 町 長 の 判 断 も 必 要 だ と い う こ と で 、 美 浜 町 民 の 意 見 を 聞 き

な さ い と い う ル ー ル に な っ て い る と 思 う ん で す ね 。 そ れ で 、 そ の

中 で 、 最 低 限 東 地 区 の 佐 田 地 区 で あ る と か 、 山 上 地 区 で あ る と か 、

太 田 地 区 で あ る と か 、 今 市 地 区 で あ る と か 、 近 隣 の 人 た ち の 意 見

を聞いたりとか、そういうことはされましたか。  

和多田氏   していません。  

委 員 長  していませんですか。  

松下委員   じゃあ、もう一つだけ質問します。  

国土交通省から区民全員にこの件について告示しなさいという指

示 が あ っ た と い う こ と は 報 告 さ れ た ん で す が 、 坂 尻 区 の 中 で 投 票

したのは世帯投票なんですね。  

委  員  長   和多田さん、どうぞ。  

和多田氏   はい、１世帯１票という形式で行いました。  

松下委員   それで、その世帯の中には、若い人もいると思うし、女性もいる

と 思 う し 、 そ う い う 人 た ち の 意 見 も き っ ち り 聞 い た 上 で 坂 尻 の 意

思表明をしようということはできなかったんですか。  

委  員  長   和多田さん、どうぞ。  

和多田氏   一応説明会とかを開催するとか、そういった回覧をするんですけ

ど、それぞれ各世帯に順番に回覧するんですけど、そこには説明

会資料の内容とか、みんな添付して話しています。した がって、

臨時総会には１世帯１票という形式 のために世帯主が出てきて、

一応確認したということです。  

委  員  長   松下委員。  

松下委員   僕らの新庄地区でもいろんな案件は世帯投票で決めるケースはあ

るんですが、こういう重要な施設、評価が分かれるような施設に

ついては、より慎重にやることでしか成功 できな いと思うのです

が、その辺は余り皆さん考慮しなかったんですね。  

委  員  長   和多田さん、どうぞ。  

和多田氏   一応説明会の内容でいきますと、そういった疑問に感じるような

こ と は な く て 、 地 元 に は メ リ ッ ト が あ る 、 何 件 も あ り ま す 、 そ れ

を 説 明 さ れ ま し た 。 例 え ば 、 売 上 金 の １ ％ が 地 元 に 入 る か ら 、 あ

る い は 地 元 の 雇 用 を す る た め に 受 付 嬢 と か 、 あ と 掃 除 、 あ と ガ ー
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 ド マ ン と か 、 そ う い っ た 職 種 の 人 の 雇 用 に つ い て も 地 元 優 先 と い

う こ と で 説 明 を 受 け ま し た 。 あ と 、 そ う い っ た ほ か に も 、 そ の 場

所 、 環 境 美 化 と か 、 そ う い っ た こ と に 対 し て も き っ ち り や る と い

う よ う な 御 説 明 を 受 け て お り ま す 。 し た が っ て 、 悪 い 、 悪 い と い

う か 、 そ う い っ た 批 判 と か 、 風 評 と か は 聞 い て い な い と い う 話 で

したので、メリットばかり説明を受けておりました 。  

委  員  長   藤本委員。  

藤本委員   いろいろと説明を受けまして、大体の流れは分かったんですけど

も、我々議会としての判断材料といたしまして、新聞報道で初めて

知って、この請願を見て今に至っていると思うんですけど、やはり

今まで何回も意見が出ていますように、最低限近隣の区なり、ひい

ては町全体の問題に関わってきますので、 町のほう、議会のほうに

も、こうなるまでにいろいろな説明 できなかったのかなというのは

ちょっと不思議に思うんですけども、本当にそういう ことも含めて、

さっき委員長も言いましたように、合同会社のほうからの説明も何

もありませんので、我々が判断のしようがないときにこういう請願

の対応をしているわけなんです。そこのところをよく理解していた

だいた上で、今後の取組も必要だと思いますし 、もう少し早くそう

いう情報があるならば知らせ ていただきたかったなという思いなん

ですけども、これは過去形の要望にしかなりませんかもしれません

けど。  

委  員  長   ありがとうございます。  

和多田さん、もう今やっと区の総会で賛否が問われたと。国交省

に は こ の 賛 否 、 町 の 議 会 の 賛 否 、 町 の 賛 否 、 賛 成 、 反 対 の 意 見 が

な い と 駄 目 や と 言 わ れ て い ま す か ら 、 日 程 的 に い き ま す と 、 今 、

区 は 話 が 出 ま し た け ど 、 じ ゃ あ 、 町 会 議 、 今 回 あ り ま す け ど 、 賛

成 派 と し て 、 賛 成 派 と い う か 、 推 進 派 と し て 、 賛 成 者 が 議 会 や ら

町 長 に 対 し て の そ う い う お 願 い 、 ど う い う 手 続 を 踏 む か 、 今 、 私

ら 分 か り ま せ ん け ど 、 今 、 反 対 派 の 清 水 さ ん が 出 て い る よ う な 感

じ の 請 願 と か 、 そ う い う 感 じ で 、 今 後 は 出 し て く る と い う 計 画 で

よろしいですか。  

和多田氏   出してくるというのは。  

委  員  長   こちらのほうへ、まだ出ていませんわね。区のほうからも出てい
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 ま せ ん し 、 賛 成 派 に し た 、 総 会 で 賛 成 に な っ た と い う け ど 、 そ れ

を 議 会 や ら 、 区 、 町 長 に お 願 い す る と い う 請 願 が 出 て い ま せ ん わ

ね。  

和多田氏   ああ、出ていない。  

委  員  長   それは、今後はどういう日程になるんですか。どういうふうに思

っ て い ま す か 。 そ の 辺 の 気 持 ち だ け ち ょ っ と お 尋 ね し た い ん で す

けど。  

和多田氏   それについては、１２月２日に、町議さんのほうに説明に行こう

か と 、 マ ー レ グ ラ ン デ さ ん の 清 水 氏 か ら 来 て 、 事 前 に 来 て い ま し

た 。 実 際 さ れ て い る と い う 認 識 だ っ た ん で す 。 そ れ が 今 回 、 そ う

いった。  

委  員  長   そういうことだけですか。分かりました。マーレグランデに全部

任 せ て あ る か ら 、 マ ー レ グ ラ ン デ が １ ２ 月 ２ 日 に 町 の 役 場 関 係 と

話 を す る と い う こ と を 聞 い て い る も の で 、 そ こ で 全 部 議 会 や ら 、

町長にいくと思っていましたということですか。  

和多田氏   はい。  

委  員  長   ああ、そういうことですね。それでは何の解決も できずに、手続

も 何 も し て い な い の で 、 た だ 、 噂 で 聞 い た だ け の 話 、 こ ち ら は 、

そ れ で 、 今 後 、 お 帰 り に な っ て 、 賛 成 派 、 町 長 や ら 議 会 に 対 し て

ど う す る の か と い う こ と を ま た 区 の ほ う で 議 論 し て も ら わ な あ か

ん の じ ゃ な い か と 思 い ま す 、 そ れ は 必 要 だ と 思 い ま す の で 。 今 日

は 意 見 を 聞 き ま し た の で 、 反 対 派 の 清 水 さ ん か ら 請 願 が 出 て い ま

す か ら 、 そ れ を 聞 い て 、 我 々 は こ れ か ら ち ょ っ と 審 議 し た い と 思

いますから。ありがとうご ざいます。  

ほかに何かありますか。  

兵庫委員。  

兵庫委員   お疲れさんです。このスケジュールはどういうふうなことになっ

ていますか、大まかで結構なんですけど、いや、全体のスケジュー

ル、現時点で、自治会でお使いになっている。  

和多田氏   一応スケジュールというのは期日を決めて、そういったスケジュ

ー ル は 決 ま っ て お り ま せ ん 。 た だ 、 手 順 と し て 、 地 元 同 意 は 終 わ

っ た 。 そ の 後 は 、 行 政 間 の や り 取 り 、 あ と 並 行 し て 国 交 省 か ら の

許 認 可 、 こ う い っ た 流 れ は 説 明 を 受 け て お り ま す け ど 。 で す か ら 、
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 や は り 今 聞 き ま し た ら 、 企 画 を し て い ま す マ ー レ グ ラ ン デ 社 の 清

水 さ ん に 、 こ ち ら に 来 て 説 明 し て い た だ く こ と に は や は り 判 断 す

るにしても難しいのじゃないかと。  

委  員  長   兵庫委員、どうぞ。  

兵庫委員   流れとしては分かるんですけども、日程的にいつ頃までにという、

そういう決まったものは今のところないということですね。  

和多田氏   ありません。  

委  員  長   副委員長。  

副委員長   マーレグランデの代表者の方、清水何さんというんですか。  

和多田氏   郁雄。  

副委員長   郁雄、ありがとうございます。その郁雄 さんの経歴というのは御

説明とかってされたんですか、御説明を受けたんですか。  

和多田氏   経歴については、口では、口というか、口頭で、時折聞きますけ

ど 、 文 書 と し て は 特 に 説 明 と い う か 、 提 出 と か 受 け て い な い で す 。  

委  員  長   副委員長。  

副委員長   何歳ぐらいの方で、どこに住んでいるかって分からないですか。

そんな詳しい住所まで要らないですけど。  

和多田氏   敦賀市のみどりケ丘に居を構えております。 説明した資料の中に、

そ の マ ー レ グ ラ ン デ 社 の 会 社 概 要 と い う こ と で 書 い て あ り ま し て 、

そこに住所とか、本人の住んでいる場所も記載されております。  

委  員  長   ほかにありませんか。  

（なしの声あり）  

委  員  長   ないようですので、これで質疑を終了します。坂尻自治会長様に

お か れ ま し て は 、 こ れ で 退 席 し て い た だ い て も 結 構 で す 。 あ り が

とうございました。お世話になりました。  

（和多田文雄氏  退室）  

委  員  長   お 昼 に な り ま し た 。 こ こ で 一 応 暫 時 休 憩 し た い と 思 い ま す 。 昼 食

を と っ て か ら 、 １ 時 半 か ら 、 も う ４ ５ 分 し か あ り ま せ ん け ど 、 １

時 半 か ら 、 昼 か ら の こ と を 開 始 し た い と 思 い ま す の で 、 よ ろ し く

お 願 い し ま す 。 何 か 講 習 会 が あ っ た け ど 、 こ れ は ち ょ っ と 不 参 加

と い う こ と で 、 最 初 の ほ う だ け 、 終 わ っ て か ら 参 加 し て も ら う と

いうことでお願いします。すみません。  

以上です。  
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 暫時休憩します。  

（休憩  午後  ０：４０）  

（再開  午後  １：３０）  

委  員  長   再開します。  

それでは、ただいまから協議に入ります。  

先ほどの説明が全部終わりました。いろいろな意見を聞きました

ん で 、 反 対 す る み な さ ん の 意 見 を こ れ か ら 協 議 し な が ら 決 め て い

きたいと思います。何かありましたら、挙手をお願いします。  

副委員長  

副委員長   会社の実態が、分からないのに坂尻区は、賛成していることが明

らかになったわけですけども、私たち、やはり町民全体の状況を見

ながら、しっかり判断せなあかんのはありますし、各それぞれの議

員がこの問題にですね、真正面から向き合って結論を今回の委員会、

議会で出していかなあかんというふうに思っています。私の関係者

とかは、場外舟券売場には反対ですの で、また私の思いと請願者の

請願内容は一致しますので 、この請願を採択すべきだと思います。  

委  員  長   ほかにありませんですか。  

委  員  長   松下委員。  

松下委員   今の説明を受けたんですが、企業側の説明の参加もないし、我々

の経験として、新庄区で１０年ちょっと前に風力の巨大な計画があ

って、風況調査まで入ったんです。 ところが新庄区がそれを拒否し

たんです。その理由は、会社が信用 できない。これが一番の理由で、

そういう会社が五十数億円の補助金をもらって建てた時点で懐に入

れる制度だったので、彼ら偽装倒産して帰ったら、それはみんな 新

庄区の負債になるやないかという、こういう思いもあって、 新庄区

は拒否したんですね。だから、 新庄区が受けるという部分で一部進

行したんだけども、やはりやる会社が信用できないと、何が結果と

して出るか分からないというて、そういう点では今回の坂尻地区の

決断は重いとは思うんですけど、そのやり方の問題も感じますし、

会社の一方的なＰＲにのっかっていると、こういう ことも感じられ

ますし、近隣の地域の説明とかもしていないですし、私はこの請願

には賛成したいと思います。  

委  員  長   ありがとうございます。  
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 寺田委員。  

寺田委員   まず、この請願書に関しては賛同いたします。どういうことかと

申しますと、質問の中で、どういういきさつでこのような話が持ち

上がったのかと質問したと きに、やはりある人から千鳥苑さんから

話を持ち込まれて仲介者がいて、その順番が本来のギャンブ ル場の

設置のことと逆じゃないかと、坂尻区から設置を要請してね、関係

者に持っていてどうなんや、許可がもらえるのかというのが筋であ

るというのがまず一つ、 そういうのが逆やと言いたい。 それと今の

時代に、ああいう集落地の中に公営ギャンブル場を つくるというこ

とは、あそこの若狭町にしかり、敦賀市にしかり、鯖江、 中央競馬

の場外売場は周辺地域の反対 によってなくなった、できなくなった

というそういうことを考えると、どう見ても美浜の町に場外舟 券売

場というのは異質のものであると、町自体はボート、レガッタのま

ち美浜、観光のまち美浜、道の駅、きいぱす、そういうところで力

を入れてやっている中で、インバウンドによる活性化を図る町に進

んでいる。そういうところがありながら、なぜ今、ギャンブル、舟

券売場なのかということに大きな疑問点というか、そういうことに

は賛成できないという考えを持っています。  

委  員  長   分かりました。  

ほかに。  

髙橋委員。  

髙橋委員   私も今日、いろいろ説明を受けて、現在、私の本心は設置するこ

とには反対です。ただし、今、この請願の発端と いうのは、新聞報

道なり、地元で進んでいた話がこういう公になって、請願が出て、

我々が今議論しているんですけど、会社の説明も全然受けていない

し、いろんな情報が余りにも不足していますので、今、時代の流れ

からいえば、こんなのが建っていいのかなと、美浜のコンセプトと

合わないというふうな気持ちが非常に強いですけども、もう少し議

会として慎重審議をして 結論を出したらどうかというふうに思って

いるんです。だから。  

委  員  長   継続審議ですか。  

髙橋委員   そういう形にしたらどうかなというふうには思っていますけど。  

委  員  長   藤本委員、どうぞ。  
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 藤本委員   今定例会の請願書で初めてこの件が 分かりまして、新聞報道で初

めて知ったわけなんですけども、時間が少な過ぎるのと、今日の説

明では、どうも区民の方もあれで、この施設に対しても周知徹底が

なされていないような気がしましたので、来年春には我々の改選も

控えていますので、現段階ではこの請願には賛成したいと思います。  

委  員  長   兵庫委員。  

兵庫委員   先ほどの自治会長さんの話もありましたけど、会社が２日にもう

ここで説明済みやというふうに理解されておった、あれを聞いて唖

然としたんですけど、こんな不誠実な会社を相手によう２年間も付

き合いしてきたなという、そんな感じがしたわけですけど、実は私、

紹介議員にはならせてもらっていますけども、そういうことはみん

な知らずにですけれども、あちこちから新聞を見て電話がかかって

くるのを見ていますと、まさかあんなもの、美浜は認めんやろうな

と、そんなのしたら自殺行為やぞとか、久しぶりに美浜に帰ってき

て新聞を見たら、何じゃありゃといって、まあ、驚き ともう情けな

いというような電話があちこちからかかってきました。それで、発

電所だけでも正直、美浜は金さえもらえればいいん かという、そう

いう非難もたまにあります。けどそれはエネルギー問題とか、いろ

んな考えの中で胸を張れる部分は結構あると思うんですけども、こ

れを認めたら、美浜の皆さんのプライドは地に落ちると思うんです。

ですから、坂尻区の私は窮状もあると思うんです。ですから、せっ

かく苦渋の決断を区としてもされたと思うんです。そういう ことも

重々感じるんですけども、百歩譲っても美浜町民のそういう気持ち

は裏切られないということで、特に不誠実は会社という感じも受け

ましたので、この際、この請願を 取り上げたいなと思います。  

委  員  長   副委員長、どうぞ。  

副委員長   私もやっぱり山東地区の辻井議員が署名議員になっている意義と

い う の は 物 す ご く 大 き い と い う ふ う に 思 っ て い ま す 。 そ れ で 、 今 、

継 続 と い う よ う な 話 が 出 た ん で す け ど も 、 議 会 運 営 委 員 会 で も 継

続 審 査 に な っ た 場 合 は ど う な る の か と い う ふ う な こ と が 実 は 協 議

さ れ ま し て 、 改 選 も 控 え て い ま す し 、 ど っ ち み ち ３ 月 に な っ た ら

委 員 会 の 改 選 が あ り ま す の で 、 こ の 時 期 に 継 続 審 査 を し た ら 、 実

質 上 廃 案 だ と い う こ と が も う 既 に 明 ら か に な っ て い ま す 。 委 員 じ
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 ゃ な い 方 は 多 分 恐 ら く 知 ら な い と 思 う ん で す が 、 実 質 要 す る に 継

続 審 議 に し て し ま っ た ら 廃 案 に な っ て し ま う の で 、 や は り 議 会 の

置 か れ て い る 立 場 と い う の は 賛 否 を 明 ら か に す る こ と だ と い う ふ

う に 考 え て い ま す の で 、 今 、 や は り 採 決 を 諮 っ て 、 賛 否 を し っ か

り 議 会 と し て や る べ き だ と 。 そ れ も や っ ぱ り 地 元 合 意 三 要 件 の 中

に 、 議 会 の 反 対 の 議 決 が な い こ と と い う ふ う に な っ て い ま す の で 、

何 も 賛 否 を 明 ら か に し な い と い う こ と は 事 実 上 認 め て い る と い う

こ と に な っ て 、 こ の 話 が ど ん ど ん ど ん ど ん 先 に 進 ん で い っ て 、 事

業 者 も 要 ら ぬ お 金 を 使 っ て し ま う と い う こ と も あ る か も し れ ま せ

ん の で 、 こ こ は し っ か り 議 会 が 判 断 す る こ と が 重 要 だ と 思 っ て い

ます。  

委  員  長   ありがとうございます。  

ほかありませんか、もうみんな意見は言い 尽くしていただいたね。  

実際午前中、事実確認をしました。反対派の今の請願が出ている

清 水 さ ん の 意 見 を 聞 い て 、 ほ ぼ 納 得 し た よ う な 状 態 に な っ と る と

思 い ま す し 、 ま た 、 自 治 会 長 の 和 多 田 さ ん の 話 の 内 容 も 地 元 で や

っ た と い う の に し て は 、 坂 尻 自 治 会 自 体 の せ っ ぱ 詰 ま っ た 舟 券 売

場 が 要 る と い う 話 は 余 り 伝 わ っ て こ な い と い う よ う な 状 況 も あ り

ま し て 、 全 部 今 の 会 社 に 、 清 水 さ ん と い う 会 社 に お ん ぶ に だ っ こ

で 、 １ ２ 月 ２ 日 に 来 て も ら っ て 全 部 説 明 し て も ら っ て い る と い う

よ う な 状 況 下 で 進 ん で お っ た よ う な 状 態 が 、 そ ん な 状 態 が 我 々 の

議 会 の 委 員 会 に 伝 わ っ て き た と い う こ と は 、 そ う い う 議 論 を す る

以 前 の 問 題 で 、 本 当 に 必 要 だ と い う よ う な 言 い 方 で は 聞 こ え ん よ

う な 感 じ が し ま す の で 、 こ の 辺 で 皆 さ ん の 意 見 が 尽 き ま し た 。 一

人 で も 継 続 審 議 と い う 髙 橋 委 員 の 話 が 出 ま し た も の で 、 先 に 継 続

審 議 を す る か せ ん か と い う こ と に 対 し て 、 皆 さ ん で 一 応 決 を 採 り

たいんですけど、よろしいですか。  

委  員  長   松下委員。  

松下委員   僕らも継続審議は一応はありだなというのはありますが、やっぱ

り事業者側の姿勢、マイナス面はほとんど 伝えていない。さっき山

口和治議員ともちょっと話したんだけど、事業者の意見ばかり選ん

でという、そんなの生きるわけないやろうと いう話を聞いたんです

けど、それは違うと思う。やりたいんだったら どんなことがあって
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 もそれを優先してやります、企業というのは。だけど、それをやっ

ぱり表に出て、特にマスコミが来ると困るというような、そんなレ

ベルではこれはもう駄目なので、僕はやっぱり今回 できっちり決意

を示すべきだというふうに思います。  

委  員  長   そのことに対してほかに何かありませんか、よろしいですか。  

（なしの声あり）  

委  員  長   それでは、お諮りします。  

請願第３号を継続審議することに賛成の方の挙手をお願いします。  

（賛成者挙手）  

委  員  長   賛成少数でございます。  

したがって、本件は、これ継続審議、採択でいいんか、もう採択

で 決 ま っ と る 、 そ う や ね 、 そ れ で は 、 今 、 継 続 審 議 に 対 し ま し て

は 賛 成 少 数 で あ り ま す の で 、 こ れ か ら 請 願 第 ３ 号 に つ い て の 採 決

をいたします。  

本件に対して採択することに賛成の方の挙手を求めます。  

（賛成者挙手）  

委  員  長   賛成多数でございます。  

したがって、本件は採択することに決しました。  

以上をもちまして、本委員会に付託されました議案の審査を終了

いたします。  

これをもちまして、産業厚生常任委員会を閉会いたします。  

最後に、副委員長、挨拶をお願いします。  

副委員長   （挨拶）  

委  員  長   ありがとうございました。お疲れさまでした。この後、またパソ

コンのことがありますので、そちらに合流をお願いいたします。  

（閉会宣言  午後  １：４５）  

 

 

産業厚生常任委員会の経過（質疑応答部分のみ）を記載して、そ

の相違ないことを証するためにここに署名する。  

 

産業厚生常任委員長   川畑  忠之  

 


